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2.  国家・社会・歴史
1.  歴史・社会
2.  政治・統治体系
3.  開発戦略・経済成長
4.  ガバナンス改革枠組み
5.  セクター戦略

1.  行政機構

（1）政策制度・行政構造

1.  基礎情報
2.  中央－地方間の権限関係と調整
3.  地方自治体の適正規模と基礎自治体のレベル
4.  地方間格差解消の担保
5.  地方からの声を表明する仕組みの有無
6.  分権化体制の明確な法制化

（2）財政

1.  地方予算の規模
2.  歳入・歳出の自治
3.  政治的資金配分の有無
4.  予算執行説明責任
5.  地方自治体の財政管理能力

（4）計画策定

1.  計画策定プロセス
2.  地方におけるセクター計画と地域開発計画の整合性
3.  国家と地方の計画調整／地方自治体間の計画調整
4.  地域開発計画と計画された事業への予算措置
5.  議会のチェック機能

（5）事業実施

1.  事業（サービス）の実施体制
2.  事業実施におけるセクター間調整
3.  事業実施における住民との関係
4.  サービス実施にあたっての予算執行の状況

3.  住民・コミュニティ
1.  脆弱な末端行政の補完機能としての住民参加
2.  行政サービスへの受益者ニーズの反映機能としての住民参加
3.  住民参加による行政サービスのaccountability／透明性の向上
4.  参加と協働を通じた行政と住民・地域社会との信頼関係の構築
5.  地方自治の最小単位（自然村）の事項組織力強化と上位自治体との連携体制（ネッ
トワーキング）の強化

6.  参加型開発を通じた住民・地域社会の自治意識（Village Autonomy）の醸成
7. 「民主主義の学校」としての地方自治の経験（Experience-based Learning Process)

（3）人事

1.  基礎情報：地方自治体の配置人員数・能力
2.  人事権限の分権化
3.  地方自治体職員の人材育成制度
4.  上位機関からの technical backstoppingと
ノウハウ移転による自治体職員の能力向上

課題体系マトリックスの全体像
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見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

1．
基
礎
情
報

・
地
方
自
治
体
の
種
類
と
階
層
（

R
e

g
io

n
/

P
ro

vi
n

ce
、

D
is

tr
ic

t、
V

ill
a

g
e
な
ど
）

の
構
造
、
そ
の
数
お
よ
び
平
均
的
な
人
口

規
模
、
面
積

・
中
央
政
府
の
地
方
出
先
の
種
類
と
階
層
の

構
造

・
地
方
行
政
、
地
方
分
権
化
を
主
管
す
る
中

央
省
庁
と
そ
の
権
限

・
首
長
の
選
出
は
直
接
選
挙
か
、
間
接
選
挙

か
、
中
央
か
ら
の
任
命
制
か
？

＜
日
本
の
常
識
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
理
解
を
誤
る
こ
と
に
な
る
、
国
ご
と
に
全
く
異
な
る
地
方
制
度
＞

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
場
合

・
地
方
制
度
の
態
様
は
国
ご
と
に
千
差
万
別
で
あ
る
。
同
じ
「
県
」
と
い
う
用
語
で
語
ら
れ
る
単
位
を
見
て
も
日
本
の
地
方
自

治
体
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
で
は
全
く
理
解
を
誤
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
県
（

D
is

tr
ic

t）
は
2
層
あ
る

地
方
自
治
体
の
内
の
広
域
（
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
上
位
と
呼
ぶ
）
の
自
治
体
と
い
う
意
味
で
日
本
の
都
道
府
県
に
当
た
る
が
、

地
方
行
政
の
中
核
を
担
う
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
ま
た
人
口
規
模
（
平
均
約
30
万
人
）
に
お
い
て
は
日
本
の
市
町
村
に
対

比
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
そ
の
管
轄
せ
ね
ば
な
ら
な
い
面
積
は
都
道
府
県
並
み
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
大
き
い
。

こ
れ
に
対
し
そ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
数
は
百
数
十
名
と
日
本
の
中
堅
都
市
の
10
分
の
1
程
度
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
「
村
」（

V
ill

ag
e）
と
い
っ
て
も
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

V
ill

ag
e
に
は
行
政
官
は
一
人
し
か

お
ら
ず
、
日
本
の
基
礎
自
治
体
の
市
町
村
と
は
比
較
す
べ
く
も
な
い
。
他
方
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
対
象
人
口
は
タ
ン

ザ
ニ
ア
の

V
ill

ag
e
で
は
平
均
約
3,
00
0
人
で
あ
り
、
面
積
的
に
も
日
本
の
市
町
村
の
半
分
か
ら
3
分
の
1
程
度
と
決
し
て
小

さ
く
な
い
。
こ
れ
は
住
民
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
自
治
の
単
位
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
る
一
方
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

提
供
主
体
と
し
て
は
小
さ
す
ぎ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ウ
ガ
ン
ダ
、
ケ
ニ
ア
の
例

・
こ
れ
に
対
し
ウ
ガ
ン
ダ
の
基
礎
自
治
体
の

V
ill

ag
e
は
人
口
50
0
人
、
面
積
4.
4

km
2
と
十
分
に
小
さ
い
と
い
え
る
。
そ
し
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
そ
の
上
の

S
ub

-C
ou

nt
y
レ
ベ
ル
で
行
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
各
セ
ク
タ
ー
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
配

属
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ニ
ア
に
は
自
治
体
で
は
な
い
が

D
is

tr
ic

t－
D

iv
is

io
n
の
下
に

Lo
ca

tio
n、

S
ub

-L
oc

at
io

n
と
い
う
単

位
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
バ
ラ
ザ
と
呼
ば
れ
る
住
民
集
会
が
開
か
れ
て
意
思
決
定
が
な
さ
れ
る
と
い
う
伝
統
が
あ
り
、

住
民
自
治
の
観
点
か
ら
面
白
い
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
日
本
と
同
じ
感
覚
で
地
方
行
政
の
業
務
の
実
態
と
そ
の
改

善
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ま
ず
は
こ
う
し
た
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

・
ま
た
、
ケ
ニ
ア
の
よ
う
に
、
い
ま
だ
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
主
た
る
担
い
手
が
中
央
各
省
の
出
先
機
関
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
は

そ
の
一
部
を
担
う
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
中
央
の
出
先
に
つ
い
て
も
上
記
同
様
の
状

況
把
握
が
肝
要
で
あ
る
。

1．
行
政
機
構
そ
の
も
の
の
態
様
（
中
央
－
地
方
関
係
、
セ
ク
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
）

（
1）
政
策
制
度
と
行
政
構
造
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アフリカにおける地方分権化とサービス・デリバリー

見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

1．
基
礎
情
報
（
続
き
）

＜
地
方
分
権
化
改
革
の
主
管
官
庁
＞

・
地
方
分
権
化
改
革
の
主
管
官
庁
は
地
方
自
治
省
（
庁
）
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
実
態
は
国
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
改
革
の
進
捗
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
面
も
少
な
く
な
い
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
よ
う
に
大
統
領
府
や
首
相
府
の
配
下

に
置
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
ウ
ガ
ン
ダ
や
ケ
ニ
ア
の
よ
う
に
独
立
し
た
省
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
独
立
し
て
い
る
ほ
う

が
官
庁
と
し
て
の
地
位
は
上
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
が
、
往
々
に
し
て
地
方
自
治
省
の
政
府
内
で
の
地
位
は
高
い
と
は
い
え

ず
、
他
省
と
の
力
関
係
を
見
る
と
か
え
っ
て
大
統
領
府
の
下
な
ど
に
あ
る
ほ
う
が
セ
ク
タ
ー
省
庁
を
取
り
込
み
や
す
い
と
い

う
面
も
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
よ
う
に
地
方
自
治
省
の
力
が
比
較
的
強
く
、
ま
た
改
革
が
比
較
的
進
ん
で
い
る
国
で
は
、

文
字
ど
お
り
地
方
自
治
省
が
改
革
の
指
揮
を
と
っ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
よ
う
に
実
質
的
に
は
改
革
は
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
チ
ー
ム
に
担
わ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
ど
う
地
方
自
治
庁
自
身
の
指
揮
下
に
移
行
さ
せ
る
か
が
最
大
の
課
題
に

な
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
も
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

＜
首
長
の
選
出
方
法
＞

・
同
様
に

D
 b

y 
D
を
進
め
て
い
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
ウ
ガ
ン
ダ
で
あ
る
が
、
首
長
の
選
出
は
ウ
ガ
ン
ダ
が
日
本
同
様
直
接
選
挙
で

あ
る
の
に
対
し
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

D
is

tr
ic

tの
首
長
は
議
会
の
議
長
で
あ
る
。
行
政
府
の
長
と
し
て
の
明
確
な
位
置
付
け
を
持

っ
て
立
法
府
で
あ
る
議
会
と
渉
り
あ
い
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
を
指
揮
し
て
い
く
と
い
う
意
味
合
い
に
お
い
て
は
直
接
選
挙
型
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
半
面
、
直
接
選
挙
型
に
お
い
て
は
日
本
の
地
方
自
治
体
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
複
数
政
党
制
を
導
入

し
、
議
会
の
多
数
派
と
首
長
の
所
属
政
党
が
異
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
対
立
に
よ
る
政
治
の
停
滞
が
起
こ
る
危
険
性
も
あ

る
。
逆
に
間
接
選
挙
型
は
、
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
議
会
と
行
政
府
と
が
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
行
政
を
進
め
て
い
く
と

い
う
体
制
と
な
る
。

＜
D

is
tr

ic
t 

C
om

m
is

si
on

er
の
存
在
＞

・
ア
フ
リ
カ
の
国
々
を
見
る
際
に
、
も
う
一
つ
重
要
な
要
素
は
中
央
集
権
時
代
の
名
残
と
も
い
え
る

D
is

tr
ic

t 
C

om
m

is
si

on
er

と
呼
ば
れ
る
大
統
領
任
命
の
地
方
官
の
存
在
で
あ
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
場
合
は
地
方
分
権
化
改
革
の
中
で
そ
の
力
は
実
質
的
に

は
薄
れ
て
い
る
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
い
ま
だ
に
隠
然
た
る
影
響
力
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
。
行
政

長
官
（

C
ou

nc
il 

D
ire

ct
or
）
が
中
央
の
任
命
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
地
方
自
治
体
行
政
の
事
務
方
ト

ッ
プ
で
あ
る

C
ou

nc
il 

D
ire

ct
or
は

D
is

tr
ic

t 
C

om
m

is
si

on
er
の
存
在
を
無
視
で
き
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
中
央
と
の
整

合
性
を
こ
の
よ
う
な
形
で
担
保
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
が
、
地
域
へ
の

ac
co

un
ta

bi
lit

y
と
い
う
観
点
か
ら
は
分
権

化
の
本
旨
に
反
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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2．
中
央
－
地
方
間
の

権
限
関
係
と
調
整

・
ど
の
よ
う
な
責
任
が
ど
の
程
度
地
方
自
治

体
に
委
譲
さ
れ
て
い
る
か
？
　
そ
れ
に
伴

う
権
限
（
予
算
、
人
事
、
そ
の
他
の
裁
量

権
）
の
委
譲
は
ど
う
か
？

・
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
間
の
権
限
と

責
任
の
分
担
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

地
方
に
お
け
る
中
央
出
先
機
関
と
地
方
自

治
体
の
責
任
・
権
限
の
分
担
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
？

・
地
方
で
の
主
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
は
中

央
の
出
先
機
関
か
？
　
地
方
自
治
体
か
？

そ
れ
ぞ
れ
の
力
関
係
は
？
　

・
地
方
分
権
化
改
革
が
進
行
中
の
場
合
、
上

記
3
点
に
つ
い
て
、
現
状
（
改
革
前
）
が

ど
う
で
、
改
革
に
よ
っ
て
ど
こ
を
ど
う
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
？
　

・
中
央
政
府
（
お
よ
び
そ
の
出
先
機
関
）
と

地
方
自
治
体
の
間
で
、
ど
の
よ
う
な
調
整

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
存
在
し
機
能
し
て
い
る

か
？
　

D
ev

ol
ut

io
n 

/ 
D

el
eg

at
io

n 
/

D
ec

on
ce

nt
ra

tio
n

・
全
体
の
方
向
性
と
し
て
は
、

D
ev

ol
ut

io
n
型
分
権
化
か
、

D
el

eg
at

io
n
型
か
、

D
ec

on
ce

nt
ra

tio
n
型
か
？
　

＜
基
本
的
情
報
－
中
央
、
地
方
の
各
層
政
府
間
の
役
割
分
担
の
把
握
＞

・
地
方
分
権
化
の
状
況
を
見
る
際
に
、
中
央
－
地
方
自
治
体
間
（
中
央
政
府
、
地
方
に
お
け
る
中
央
政
府
の
出
先
機
関
、
セ
ク

タ
ー
省
庁
の
ラ
イ
ン
、
地
方
自
治
体
な
ど
）
で
の
責
任
、
権
限
の
範
囲
を
確
認
す
る
こ
と
は
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
セ
ク
タ
ー
で
人
事
権
、
財
政
負
担
、
予
算
執
行
権
限
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
計
画
策
定
は
ど
う
か
、
各
事
業
（
サ

ー
ビ
ス
）
の
業
務
に
お
い
て
は
ど
う
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
検
証
す
る
（
詳
細
は
本
表
（
2）「
財
政
の
分
権
化
」
か
ら

（
5）「
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
）
実
施
の
分
権
化
」
を
参
照
）。

＜
中
央
・
地
方
の
ト
ー
タ
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
視
点
＞

・
他
方
、
国
内
リ
ソ
ー
ス
の
最
大
動
員
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
分
権
化
体
制
下
に
お
い
て
も
国
と
地
方
と
の
調
整
、
協
働
関
係

に
留
意
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
途
上
国
の
利
用
可
能
な
リ
ソ
ー
ス
は
限
ら
れ
て
い
る
。
分
権
化
が
こ
れ
を
分
断
・

断
片
化
し
て
し
ま
う
結
果
に
つ
な
が
っ
て
は
い
け
な
い
。
分
権
化
改
革
を
中
央
か
ら
権
限
を
奪
っ
て
地
方
に
与
え
る
と
い
う

偏
狭
な
考
え
方
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
中
央
・
地
方
の
ト
ー
タ
ル
と
し
て
機
能
す
る
制
度
を
初
め
か
ら
模
索
す
る
と
い

う
考
え
方
が
重
要
で
あ
る
。
中
央
と
地
方
が
適
正
な
役
割
分
担
の
も
と
に
協
働
体
制
を
組
め
る
、
ま
た
中
央
に
蓄
積
さ
れ
た

行
政
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
地
方
に
自
然
に
移
転
さ
れ
、
少
な
く
と
も
地
方
の
側
が
十
分
な
能
力
を
付
け
る
ま
で
、
中
央
省
庁
か
ら

の
te

ch
ni

ca
l b

ac
ks

to
pp

in
g
を
保
障
す
る
体
制
の
構
築
も
考
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

＜
中
央
省
庁
か
ら
の
抵
抗
を
ど
う
回
避
す
る
か
＞

・
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
の
経
験
に
も
あ
る
よ
う
に
、
分
権
化
改
革
は
往
々
に
し
て
中
央
省
庁
か
ら
の
反
発
に
遭
う
。
反
発
の
理
由
は
、

一
つ
に
は
縄
張
り
（
既
得
権
）
を
切
り
崩
さ
れ
る
こ
と
へ
の
抵
抗
と
い
う
官
僚
制
が
持
つ
基
本
的
性
格
か
ら
、
も
う
一
つ
は

地
方
に
は
必
要
な
業
務
を
こ
な
し
て
行
く
だ
け
の
能
力
が
備
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
停
滞
を
憂
慮
す
る
も
の

で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
ト
ッ
プ
の
強
い
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
が
大
き
く
影
響
す
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
の

改
革
が
比
較
的
う
ま
く
進
ん
だ
理
由
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
る
。
後
者
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
い
か
に
中
央
省
庁
が
反
発
せ
ず
、

地
方
自
治
体
を
進
ん
で
支
援
す
る
制
度
的
環
境
を
つ
く
っ
て
地
方
の
能
力
開
発
を
軌
道
に
乗
せ
る
か
、
が
課
題
と
な
る
。
こ

の
点
で
極
め
て
う
ま
く
や
っ
た
成
功
事
例
と
し
て
、
日
本
の
機
関
委
任
事
務
が
挙
げ
ら
れ
る
（
詳
細
は
、「
補
論
　
地
方
自
治

の
制
度
的
発
展
」（

p.
 1
59
）
参
照
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
央
と
地
方
が
敵
対
し
て
足
を
引
っ
張
り
合
う
の
で
は
な
く
、
限

ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
を
最
大
動
員
で
き
る
よ
う
に
、
上
記
2
点
に
留
意
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

・
3
つ
の
分
類
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
は

B
ox

 3
－
1（

p.
 1
03
）
参
照
。

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s
の
観
点
か
ら
＞

・
D

ev
ol

ut
io

n
は
理
論
的
に
は
住
民
に
最
も
近
い
地
方
自
治
体
に
よ
り
、
地
方
固
有
の
状
況
と
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
最

も
有
効
で
妥
当
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。



6

アフリカにおける地方分権化とサービス・デリバリー

見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

2．
中
央
－
地
方
間
の

権
限
関
係
と
調
整

（
続
き
）

・
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
サ
ー
ビ
ス
を
詳
細
に
見

る
と
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が

D
e

vo
lu

ti
o

n
型
で
行
わ
れ
て
い
る
か
？

D
el

eg
at

io
n
型
、D

ec
on

ce
nt

ra
tio

n
型
は

ど
う
か
？
　

分
離
型
／融
合
型

・
中
央
行
政
ラ
イ
ン
と
地
方
自
治
体
と
の
監

督
・
指
導
関
係
は
？
（
計
画
、
予
算
、
サ

ー
ビ
ス
実
施
な
ど
）

・
中
央
地
方
の
役
割
分
担
は
ど
の
程
度
明
確

か
？
（
分
離
度
）

＜
ef

fic
ie

nc
y
の
観
点
か
ら
＞

・
他
方
、
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
性
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
裁
量
権
を
現
場
レ
ベ
ル
に
落
と
す
こ
と
で
小
回
り
の
利
く
サ
ー
ビ
ス
を

可
能
に
し
、
予
算
執
行
、
調
達
そ
の
他
に
お
い
て
も
い
ち
い
ち
中
央
に
う
か
が
い
を
立
て
る
こ
と
を
避
け
て
現
場
に
裁
量
権

を
与
え
る
こ
と
が
担
保
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

D
ev

ol
ut

io
n
で
な
く
と
も

D
ec

on
ce

nt
ra

tio
n、

D
el

eg
at

io
n
で
も
そ
の
目

的
は
達
成
で
き
る
。

＜
ac

co
un

ta
b

ili
ty
の
観
点
か
ら
＞

・
そ
の
半
面
、

a
cc

o
u

n
ta

b
ili

ty
の
観
点
か
ら
は

D
e

co
n

ce
n

tr
a

tio
n
、

D
e

le
g

a
tio

n
に
は
問
題
が
残
る
可
能
性
が
あ
る
。

D
ev

ol
ut

io
n
が
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
地
域
の
住
民
代
表
で
あ
る
議
会
へ
の

ac
co

un
ta

bi
lit

y
を
保
障
す
る
の
に
対
し
、

前
二
者
の
場
合

ac
co

un
ta

bi
lit

y
は
上
に
向
か
う
。
果
た
し
て

D
ec

on
ce

nt
ra

tio
n、

D
el

eg
at

io
n
に
お
い
て
も
地
域
住
民

に
対
す
る

ac
co

un
ta

bi
lit

y
を
担
保
す
る
手
段
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
が
課
題
に
な
る
。

＜
制
度
と
「
受
け
皿
」
整
備
の
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
＞

・
地
方
自
治
体
に
適
正
に
権
限
を
委
譲
す
る
制
度
改
革
は
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
中
央
か
ら
の

画
一
的
な
行
政
が
続
き
、
地
域
の
固
有
性
に
則
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
追
求
す
る
「
団
体
自
治
」
も
、
住
民
に
よ
る
地
域
の

自
治
を
追
求
す
る
「
住
民
自
治
」
も
育
た
な
い
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
の
「
受
け
皿
」
能
力
整
備
自
体
も
、
制
度
改
革
が
な

け
れ
ば
進
ま
な
い
。
こ
の
点
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
例
は
思
い
切
っ
た
制
度
改
革
を
先
行
さ
せ
た
こ
と
で
地
方
の
能
力
が
徐
々
に
育

っ
た
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

・
そ
の
反
面
、
地
方
の
「
受
け
皿
」
能
力
の
有
無
に
留
意
す
る
こ
と
な
し
に
急
激
な
制
度
改
革
の
み
を
無
闇
に
先
行
さ
せ
る
こ

と
は
、
か
え
っ
て
混
乱
と
サ
ー
ビ
ス
の
停
滞
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

＜
地
方
の
能
力
不
足
補
完
と
能
力
開
発
促
進
の
た
め
の

te
ch

ni
ca

l b
ac

ks
to

p
p

in
g
の
重
要
性
＞

・
特
に
植
民
地
支
配
と
独
立
後
の
集
権
的
独
裁
が
続
い
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
他
の
地
域
と
比
較
し
て
も
地
方
に
行
政
能
力

が
育
っ
て
い
な
い
。「
住
民
に
近
い
」
と
い
う
だ
け
で
は
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
有
効
か
つ
妥
当
な
形
で
提
供
で
き
る
と

は
限
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
地
方
自
治
体
が
そ
の
責
任
を
果
た
す
だ
け
の
能
力
を
持
た
な
い
場
合
に
そ
れ
を
補
完

支
援
す
る
体
制
、
お
よ
び
徐
々
に
で
も
能
力
開
発
を
進
め
て
い
く
た
め
の
支
援
体
制
が
必
要
と
な
る
。

・
分
離
型
は
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
管
轄
領
域
の
重
複
が
少
な
い
制
度
で
あ
り
、
逆
に
融
合
型
で
は
同
じ
課
題
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
両
方
が
管
轄
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
制
度
で
あ
る
。
分
離
型
の
典
型
と
し
て

は
英
米
が
、
融
合
型
と
し
て
は
仏
独
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
は
融
合
型
に
分
類
さ
れ
る
。

・
こ
の
分
析
枠
組
み
は
、
集
権
・
分
権
（

C
en

tr
al

iz
at

io
n
－

D
ec

on
ce

nt
ra

tio
n
－

D
el

eg
at

io
n
－

D
ev

ol
ut

io
n）
と
い
う

切
り
口
に
加
え
て
各
国
の
分
権
化
の
態
様
を
見
る
上
で
非
常
に
有
効
な
枠
組
み
で
あ
る
。
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3．
地
方
自
治
体
の
適

正
規
模
と
基
礎
自

治
体
の
レ
ベ
ル

・
中
央
地
方
自
治
体
間
で
ど
の
程
度
協
働
関

係
が
あ
る
か
？
　
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
両

方
が
関
与
し
て
い
る
か
？
（
サ
ー
ビ
ス
提

供
実
施
、
開
発
事
業
、
支
出
負
担
そ
の
他
）

（
融
合
度
）

・
地
方
自
治
体
は
サ
ー
ビ
ス
・
デ
リ
バ
リ
ー

を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
規
模
を
有
し

て
い
る
か
？
（
人
員
・
予
算
の
規
模
、
技

術
レ
ベ
ル
、
地
理
的
範
囲
な
ど
）

・
逆
に
住
民
自
治
を
追
求
す
る
に
は
規
模
が

大
き
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と
は
な
い

か
？

＜
ac

co
un

ta
b

ili
ty
の
観
点
か
ら
＞

・
分
離
型
の
メ
リ
ッ
ト
は
責
任
の
所
在
が
明
確
な
こ
と
。
そ
の
た
め

ac
co

un
ta

bi
lit

y
の
観
点
か
ら
は
優
れ
た
体
制
で
あ
る
と
い

え
る
。
そ
の
半
面
、
国
と
地
方
と
の
連
携
、
協
働
、
調
整
が
難
し
い
と
い
う
難
点
も
あ
る
。

＜
制
度
改
革
と
「
受
け
皿
」
整
備
の
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
＞

・
融
合
型
で
は
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
が
協
働
で
行
っ
た
り
、
連
携
、
調
整
、
指
導
監
督
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
の
つ
な
が
り
が
確
保
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
分
離
型
に
比
べ
国
内
の
リ
ソ
ー
ス
の
最
大
動
員
が
比
較
的
容
易
で
相
乗
効

果
が
引
き
出
せ
る
こ
と
、
国
の
戦
略
と
地
方
自
治
の
調
整
が
比
較
的
円
滑
に
行
え
る
こ
と
な
ど
の
利
点
が
生
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
の
「
受
け
皿
」
能
力
が
未
整
備
な
場
合
に
は
、
中
央
政
府
の
直
接
間
接
の
指
導
監
督
、
協
働

を
通
じ
た

O
JT
な
ど
に
よ
る
能
力
開
発
が
期
待
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ
の
半
面
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
分
離
型
と
比
べ
て
国
と
地
方
の
責
任
の
所
在
が
曖
昧
に
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
地
方
自
治
体
は
小
規
模
す
ぎ
る
と
委
譲
さ
れ
た
責
任
と
権
限
を
全
う
す
る
だ
け
の
能
力
を
確
保
で
き
な
い
。
逆
に
規
模
を
追

求
し
す
ぎ
る
と
、
住
民
か
ら
は
遠
い
存
在
と
な
り
、
自
治
の
本
旨
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
国
の
状
況
に
応
じ
て

適
正
規
模
を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
た
だ
し
、
基
礎
自
治
体
の
位
置
付
け
を

a）
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
単
位
と
し
て
位
置
付
け
る
か
、

b）
住
民
の
声
を
束
ね
る

住
民
自
治
の
単
位
と
し
て
位
置
付
け
る
か
で
そ
の
適
正
レ
ベ
ル
も
異
な
っ
て
く
る
。
ど
ち
ら
に
す
る
か
を
明
確
に
し
て
、
体

制
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

＜
重
層
的
構
造
の
重
要
性
＞

・
実
際
に
は
上
記
の

a）
の
単
位
と

b）
の
単
位
は
ど
ち
ら
も
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
地
方
自
治
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら

見
る
と
、
そ
の
構
造
は
重
層
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
住
民
自
治
の
単
位
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
す
る
単
位
に
至
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
の

LC
5
か
ら

LC
1
に
つ
な
が
る
地

方
行
政
構
造
は
そ
の
好
例
と
し
て
参
考
に
な
る
ほ
か
（
詳
細
は
、
2
－
5
－
2（

p.
 8
7）
、
3
－
2
－
3（
3）（

p.
 1
10
）
参
照
）、

日
本
で
も
長
野
県
飯
田
市
や
滋
賀
県
甲
良
町
な
ど
に
好
事
例
が
見
ら
れ
る
。

・
重
層
的
構
造
の
重
要
性
は
分
権
化
そ
の
も
の
へ
の
支
援
で
あ
れ
セ
ク
タ
ー
支
援
で
あ
れ
、
協
力
案
件
を
形
成
す
る
際
に
も
留

意
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の

ef
fe

ct
iv

en
es

s
を
考
え
て
も
、

ef
fic

ie
nc

y、
ac

co
un

ta
bi

lit
y
を
考
え
て
も
、
こ
れ

ら
を
真
に
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
住
民
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
・
実
施
運
営
レ
ベ
ル
に
至
る
各
層
に
重

層
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
肝
要
に
な
る
。
各
層
を
個
別
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
て
も
、
イ
ン
パ
ク
ト
も
自
立
発
展

性
も
担
保
す
る
の
は
難
し
い
。
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見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

4．
地
方
間
格
差
解
消

の
担
保

5．
地
方
か
ら
の
声
を

表
明
す
る
仕
組
み

の
有
無

6．
分
権
化
体
制
の
明

確
な
法
制
化

・
分
権
化
に
よ
り
、
辺
境
の
貧
困
地
域
の
自

治
体
と
豊
か
な
大
都
市
の
自
治
体
の
間
に

格
差
が
生
じ
て
い
な
い
か
？
（
人
材
、
財

源
そ
の
他
に
由
来
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
・

量
の
格
差
）

・
中
央
に
対
し
て
利
益
を
代
弁
す
る
チ
ャ
ン

ネ
ル
は
ど
の
程
度
あ
る
か
？
（
議
員
、
行

政
官
、
地
方
自
治
体
連
合
な
ど
）

・
中
央
地
方
関
係
、
地
方
自
治
体
の
責
任
と

権
限
は
憲
法
、
地
方
自
治
法
に
ど
の
程
度

明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
？

・
辺
境
の
貧
困
地
域
ほ
ど
福
祉
を
は
じ
め
と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
い
一
方
、
自
己
財
源
は
当
然
乏
し
い

と
い
う
矛
盾
が
存
在
す
る
。
分
権
化
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
間
で
ど
の
よ
う
に
落
と
し
ど
こ
ろ

を
見
つ
け
る
か
？
　
と
い
う
根
源
的
な
課
題
に
ど
う
対
処
す
る
か
を
、
地
方
分
権
化
改
革
の
最
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
し

て
位
置
付
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

＜
eq

ui
ty
の
観
点
か
ら
＞

・
財
源
委
譲
、
人
事
の
分
権
化
、
責
任
・
権
限
の
委
譲
と
い
っ
た
分
権
化
改
革
を
進
め
る
上
で
は
、
必
ず
こ
の
矛
盾
に
直
面
す

る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
確
保
す
る
た
め
に
、

地
域
間
格
差
を
解
消
す
る
よ
う
な
措
置
が
あ
ら
か
じ
め
担
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
（
詳
細
は
、
3
－
2
－
5（

p.
 1
15
）
参
照
）。

・
こ
の
点
も
地
方
分
権
化
改
革
の
中
で
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
も
の
で
あ
る
。
分
権
化
に
よ
り
地
方
と
中
央
の
パ
イ
プ
が
な
く
な
る

の
で
は
な
く
、
分
権
化
体
制
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
地
方
の
ニ
ー
ズ
を
中
央
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
担
保
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。

・
中
央
政
府
で
は
最
終
的
に
予
算
や
法
案
が
作
ら
れ
る
が
、
そ
の
策
定
過
程
に
（
セ
ク
タ
ー
省
庁
に
よ
る
機
能
的
利
益
だ
け
で

な
く
）
地
域
的
な
利
益
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
物
・
組
織
が
存
在
す
る
か
？
（
行
政
官
で
も
政
治
家
で
も
、
地
域

の
利
益
を
統
合
で
き
る
人
物
・
組
織
）
日
本
で
も
知
事
会
が
強
く
な
っ
た
の
は
最
近
で
あ
り
、
ま
た
協
議
の
場
が
あ
る
だ
け

で
法
制
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
場
合
、
政
府
内
で
は
地
方
自
治
省
の
力
が
強
く
、
ま
た
地
方
自
治
体
連
合

会
も
政
策
・
施
策
決
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

・
他
方
、
よ
り
日
常
的
な
観
点
か
ら
は
、
行
政
官
の
レ
ベ
ル
で
地
方
の
ニ
ー
ズ
が
い
か
に
把
握
さ
れ
、
施
策
に
反
映
さ
れ
る
か

と
い
う
こ
と
も
重
要
。
こ
の
点
、
融
合
的
な
中
央
地
方
関
係
の
中
で
中
央
と
地
方
の
人
事
交
流
を
通
じ
て
地
方
の
現
状
に
関

す
る
情
報
や
知
見
が
中
央
に
も
た
ら
さ
れ
、
中
央
と
地
方
の
協
働
を
通
じ
て
お
互
い
の
情
報
交
換
が
促
進
さ
れ
て
い
る
日
本

の
経
験
な
ど
は
参
考
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
中
央
と
地
方
の
関
係
、
地
方
の
責
任
と
権
限
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
、
そ
の
後
の
改
革
の
進
展
に
大
き
く
影

響
す
る
。
こ
の
点
を
曖
昧
に
し
た
ま
ま
改
革
を
実
施
す
る
と
、
中
央
省
庁
の
抵
抗
や
政
策
変
更
な
ど
の
影
響
を
常
に
受
け
て

改
革
が
停
滞
し
た
り
混
乱
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
（
法
制
化
が
明
確
な
ウ
ガ
ン
ダ
と
、
こ
れ
が
課
題
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
）。

・
た
だ
し
、
法
制
化
は
重
要
で
あ
る
が
、
上
記
（
1）
5 .
「
地
方
か
ら
の
声
を
表
明
す
る
仕
組
み
の
有
無
」
で
明
ら
か
な
と
お
り

そ
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
地
方
の
声
を
反
映
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
必
要
で
あ
る
。



（
2）
財
政
の
分
権
化
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見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

1．
地
方
予
算
の
規
模

2．
歳
入
・
歳
出
の
自

治

・
地
方
自
治
体
の
支
出
が
全
政
府
支
出
に
占

め
る
割
合

中
央
か
ら
の
財
政
移
転
へ
の
依
存
度

・
中
央
か
ら
地
方
自
治
体
へ
の
交
付
金
は
ど

の
程
度
あ
る
か
？
　
地
方
自
治
体
の
予
算

全
体
に
お
け
る
割
合
は
？

そ
の
う
ち
の
無
条
件
交
付
金
の
割
合

・
交
付
金
の
う
ち
、
条
件
付
交
付
金
（
補
助

金
）
の
割
合
、
無
条
件
（
使
途
自
由
）
交

付
金
の
割
合
は
ど
の
程
度
か
？

歳
入
の
自
治

・
地
方
の
自
主
財
源
は
ど
の
程
度
あ
る
か
？

歳
出
の
自
治
の
程
度

・
地
方
財
政
全
体
に
お
い
て
地
方
自
治
体
が

使
途
を
自
由
に
決
め
ら
れ
る
資
金
は
ど
の

程
度
あ
る
か
？
（
無
条
件
交
付
金
＋
自
主

財
源
）

・
地
方
分
権
化
の
尺
度
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ず
地
方
予
算
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
に
あ
る
か
、
全
政
府
予
算
に
占
め
る
地
方
自
治

体
予
算
と
中
央
政
府
予
算
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
が
ど

れ
ほ
ど
の
活
動
量
を
有
し
て
い
る
か
が
把
握
で
き
る
（
因
み
に
日
本
の
場
合
は
中
央
：
地
方
が
35
：
65
と
地
方
が
約
3
分

の
2
を
占
め
る
）。

・
上
記
（
2）
1 .
「
地
方
予
算
の
規
模
」
を
見
る
こ
と
に
よ
り
地
方
の
活
動
量
を
把
握
し
た
後
、
次
に
見
る
べ
き
は
、
地
方
予
算

の
使
途
決
定
の
自
由
度
で
あ
る
。
自
主
財
源
お
よ
び
そ
れ
を
含
め
た
使
途
自
由
な
（
地
方
自
治
体
に
裁
量
権
の
あ
る
）
財
源

が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
、
は
地
方
自
治
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

＜
日
本
と
ア
フ
リ
カ
で
は
「
財
政
分
権
化
」
の
意
味
す
る
も
の
が
違
う
こ
と
に
注
意
！
＞

・
現
時
点
で
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
財
政
の
分
権
化
と
い
う
場
合
、
日
本
で
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
三
位
一
体
の
改
革
に
お
け
る
財

政
分
権
化
と
は
異
な
る
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
。
三
位
一
体
改
革
で
の
財
政
分
権
化
は
、
税
源
そ
の
も
の

を
国
が
地
方
に
委
譲
す
る
こ
と
に
よ
る
地
方
の
自
主
財
源
の
拡
大
、
い
わ
ゆ
る
「
歳
入
の
自
治
」
の
獲
得
を
意
味
す
る
。
こ

れ
に
対
し
、
ア
フ
リ
カ
で
い
わ
れ
て
い
る
財
政
分
権
化
は
、
中
央
政
府
か
ら
地
方
自
治
体
へ
の
財
政
移
転
、
す
な
わ
ち
交
付

金
や
補
助
金
に
よ
る
地
方
予
算
の
拡
大
を
意
味
す
る
。

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s
の
観
点
か
ら

: 無
条
件
交
付
金
に
注
目
－
ま
ず
は
歳
出
の
自
治
か
ら
＞

・
し
か
し
、
こ
こ
で
、
交
付
金
に
は
条
件
付
交
付
金
と
無
条
件
交
付
金
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
条
件
付
交
付

金
は
目
的
外
の
予
算
流
用
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
中
央
政
府
の
計
画
・
戦
略
と
の
整
合
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
効
果
が
期

待
さ
れ
る
が
、
地
方
自
治
体
の
権
限
を
制
約
す
る
と
い
う
点
で
、
分
権
化
、
自
治
の
見
地
か
ら
は
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。

従
っ
て
、
交
付
金
を
増
や
し
て
地
方
予
算
を
拡
大
し
た
と
し
て
も
、
使
途
が
イ
ヤ
ー
マ
ー
ク
さ
れ
た
条
件
付
交
付
金
（
補
助

金
）
ば
か
り
で
あ
れ
ば
、
地
方
自
治
体
の
裁
量
の
余
地
は
少
な
い
。
そ
こ
で
、
同
じ
交
付
金
で
も
条
件
の
付
か
な
い
使
途
自

由
な
交
付
金
の
割
合
を
増
や
す
努
力
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
歳
出
の
自
治
」
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
文
脈
で
い

う
と
、
こ
の
「
歳
出
の
自
治
」
の
確
保
が
地
方
の
自
治
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
大
変
重
要
に
な
る
の
で
、
同
じ
交
付
金
と

い
っ
て
も
そ
の
中
で
無
条
件
交
付
金
の
割
合
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
が
ま
ず
は
肝
要
で
あ
る
。「
歳

出
の
自
治
」
は
地
方
税
収
そ
の
他
に
よ
る
自
主
財
源
と
、
使
途
自
由
な
無
条
件
交
付
金
の
合
計
で
計
る
こ
と
が
で
き
る
。
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見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

2．
歳
入
・
歳
出
の
自

治
（
続
き
）

開
発
交
付
金
と
経
常
交
付
金

・
地
方
交
付
金
の
内
訳
と
し
て
、
経
常
経
費

と
開
発
経
費
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
？

＜
eq

ui
ty
の
観
点
か
ら

: 歳
入
の
自
治
の
難
し
さ
＞

・
も
ち
ろ
ん
、
財
政
分
権
化
に
お
け
る
最
も
自
治
度
の
高
い
形
は
自
主
財
源
に
よ
る
「
歳
入
の
自
治
」
で
あ
る
。
し
か
し
途
上

国
に
お
い
て
地
方
へ
の
急
激
な
税
源
委
譲
を
行
う
こ
と
は
、
貧
し
い
地
域
の
歳
入
確
保
を
困
難
に
し
、
地
域
間
格
差
を
拡
大

す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
地
方
経
済
が
極
端
に
未
成
熟
な
状
況
で
は
あ
ま
り
一
足
飛
び
に
「
歳
入
の
自
治
」
を
追
求
す

る
よ
り
も
、
ま
ず
は
「
歳
出
の
自
治
」
の
確
保
を
優
先
す
る
ほ
う
が
賢
明
で
あ
る
。

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s
の
観
点
か
ら

: 最
低
限
の
自
主
財
源
は
重
要
＞

・
し
か
し
、
自
主
財
源
が
全
く
な
い
状
況
は
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
望
ま
し
い
状
態
で
は
な
い
。
ウ
ガ
ン
ダ
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
で

は
地
方
税
が
ほ
と
ん
ど
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
結
果
議
員
へ
の
謝
金
予
算
も
確
保
で
き
ず
、
議
会
が
ま
と
も
に
開

け
な
い
と
い
う
自
治
体
の
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
連
合
会
へ
の
分
担
金
が
払
え
ず
、
連
合
会
の
活
動
が
困
難

に
な
る
な
ど
の
事
態
に
至
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
最
低
限
の
自
主
財
源
が
必
要
な
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

＜
ef

fic
ie

nc
y
の
観
点
か
ら

: 多
す
ぎ
る
交
付
金
の
種
類
＞

・
な
お
、
分
権
化
を
進
め
る
ア
フ
リ
カ
の
国
々
の
間
で
よ
く
見
ら
れ
る
問
題
は
、
交
付
金
の
種
類
が
多
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。

セ
ク
タ
ー
ご
と
に
開
発
交
付
金
と
経
常
交
付
金
が
あ
る
ほ
か
、
各
種
条
件
付
交
付
金
が
細
か
く
分
か
れ
て
存
在
す
る
。
ド
ナ

ー
の
協
力
案
件
予
算
と
も
相
ま
っ
て
地
方
自
治
体
が
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
口
座
と
そ
の
会
計
報
告
は
膨
大
な
数
に
上
り
、
こ

れ
が
行
政
の
効
率
に
非
常
に
悪
い
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
で
も
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
も
、
交
付
金
の
無
条
件
化
と

と
も
に
、
交
付
金
を
統
廃
合
し
て
合
理
化
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s、

ef
fic

ie
nc

y
の
観
点
か
ら

: 経
常
予
算
と
開
発
予
算
の
不
整
合
の
問
題
＞

・
東
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
地
方
交
付
金
の
特
徴
と
し
て
、
経
常
経
費
へ
の
交
付
金
と
開
発
経
費
へ
の
交
付
金
が
区
別
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

O
&

O
D
参
加
型
開
発
計
画
策
定
（
詳
細
は
、
2
－
3
－
3（
2）（

p.
 5
0）
、

2
－
5
－
3（

p.
 8
8）
参
照
）
に
基
づ
い
た

LG
C

D
G
や
ケ
ニ
ア

C
D

F（
詳
細
は
、
2
－
4
－
2（

p.
 7
0）
、
2
－
4
－
3（

p.
 7
8）

参
照
）
な
ど
、
住
民
の
意
向
や
選
挙
区
で
の
優
先
順
位
決
定
に
よ
り
交
付
金
が
配
分
さ
れ
る
開
発
交
付
金
と
、
セ
ク
タ
ー
計
画

に
基
づ
い
て
配
分
さ
れ
る
経
常
資
金
と
の
間
に
調
整
が
と
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
学
校
や
診
療
所
の
建
物
ば
か
り

が
開
発
交
付
金
で
ど
ん
ど
ん
建
て
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
や
実
際
の
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
す
る
た
め
の
セ
ク
タ
ー
経

常
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
問
題
を
頻
繁
に
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
開
発
経
費
と
経
常
経
費
の
間
の
調
整
を

ど
う
と
る
か
、
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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3．
政
治
的
資
金
配
分

の
有
無

そ
の
他
特
別
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
交
付
金

の
存
在

・
貧
困
削
減
基
金
や
イ
ヤ
ー
マ
ー
ク
付
資
金

と
い
っ
た
中
央
政
府
か
ら
の
政
策
的
資
金

配
分
は
あ
る
か
？

地
方
交
付
金
の
算
定

・
地
方
交
付
金
の
算
定
は
ど
の
よ
う
な
根
拠

に
基
づ
い
て
い
る
か
？

・
政
治
家
を
通
し
て
行
政
と
は
別
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
地
方
に
資
金
配
分
が
な
さ
れ
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
か
？

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s
の
観
点
か
ら
＞

・
中
央
か
ら
の
財
政
移
転
に
は
上
段
の
よ
う
な
通
常
交
付
金
の
ほ
か
、
最
近
で
は
貧
困
削
減
基
金
や

A
ID

S
フ
ァ
ン
ド
、

S
oc

ia
l

A
ct

io
n 

F
un

d
な
ど
の
資
金
が
通
常
の
行
政
ラ
イ
ン
と
は
別
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
入
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
も
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

・
交
付
金
の
議
論
で
は
、
地
方
の
歳
出
の
自
治
を
拡
大
さ
せ
る
と
い
う
見
地
か
ら
無
条
件
交
付
金
を
推
進
す
る
方
向
に
あ
る
が
、

き
ち
ん
と
目
的
を
絞
っ
た
戦
略
的
な
財
政
移
転
に
も
意
義
が
あ
る
。
こ
の
点
は
正
当
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
他
方
、

S
oc

ia
l 

A
ct

io
n 

F
un

d
の
よ
う
に
地
方
行
政
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
飛
ば
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
直
接
資
金
が
行
く
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
、
地
方
自
治
体
の
行
政
を
混
乱
さ
せ
る
危
険
性
も
は
ら
む
の
で
こ
の
点
で
は
要
注
意
。

＜
eq

ui
ty
、

ac
co

un
ta

b
ili

ty
の
観
点
か
ら

: 客
観
的
で
公
平
な
算
定
基
準
の
重
要
性
＞

・
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
を
は
じ
め
地
方
分
権
化
が
進
む
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
地
方
予
算
に
お
け
る
中
央
か
ら
の
財
政
移

転
（
交
付
金
）
へ
の
依
存
度
は
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
る
（
90
％
以
上
）。
そ
う
い
う
意
味
で
、
各
地
域
に
い
か
に
公
平
、

公
正
に
交
付
金
を
割
り
振
る
か
、
そ
の
算
定
基
準
は
大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

・
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
そ
の
算
定
を
人
口
、
面
積
、
貧
困
指
数
の
ほ
か
、
保
健
で
は
乳
幼
児
死
亡
率
、
教
育
で
は
初
等
教
育
就
学

児
童
数
な
ど
、
客
観
的
な
公
式
を
規
定
し
交
付
金
額
を
算
定
す
る
制
度
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
多

く
で
は
、
こ
れ
ま
で
部
族
や
支
持
政
党
そ
の
他
為
政
者
の
恣
意
的
な
リ
ソ
ー
ス
分
配
に
よ
り
、
地
域
的
な
不
公
平
、
不
公
正

が
深
刻
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
し
、
ど
の
よ
う
な
地
域
に
も
あ
る
程
度
公
正
な
形
で
開
発
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

た
め
の
資
金
が
実
際
に
届
く
と
い
う
の
は
こ
れ
ら
諸
国
に
お
い
て
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
が
ア
フ
リ
カ
の
地
方

分
権
化
に
お
い
て
、
民
衆
に
最
も
喜
ば
れ
て
い
る
点
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
制
度
が
機
能
し
、
算
定
基
準

の
明
確
化
に
よ
り
政
治
的
配
分
の
排
除
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

＜
ef

fic
ie

nc
y 

vs
. e

q
ui

ty
: パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
─
そ
の
功
と
罪
＞

・
他
方
、
ウ
ガ
ン
ダ
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
い
て
は
、
こ
の
交
付
金
額
の
算
定
に
、
自
治
体
の
業
績
を
そ
の
基
準
の
一
つ
と
し
て

加
味
し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
自
治
体
間
の
競
争
と
自
助
努
力
を
促
し
自
治
体
の
能

力
開
発
を
促
進
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
半
面
、
能
力
の
低
い
自
治
体
は
概
し
て
貧
し
い
辺
境
の
自
治
体
で
あ

る
こ
と
が
多
く
、
こ
う
し
た
制
度
が
格
差
の
拡
大
を
助
長
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
を
解
消
す
る
手
段
と
し
て
能
力
開
発
交
付
金
を
抱
き
合
わ
せ
に
す
る
こ
と
が
担
保
さ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
を
も

っ
て
し
て
も
格
差
を
解
消
し
て
正
の
成
果
だ
け
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
動
向
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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アフリカにおける地方分権化とサービス・デリバリー

見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

・
地
方
で
の
予
算
執
行
に
関
す
る
説
明
責
任

は
ど
こ
に
対
し
て
あ
る
か
？

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s、

ef
fic

ie
nc

y
の
観
点
か
ら

: C
D

F
の
功
と
罪
＞

・
ケ
ニ
ア
な
ど
で
は
こ
れ
ま
で
中
央
政
府
官
僚
機
構
の
腐
敗
、
機
能
不
全
に
よ
り
地
方
住
民
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
開
発
事
業
の

恩
恵
が
ほ
と
ん
ど
届
か
な
か
っ
た
が
、

C
D

F
の
よ
う
に
、
行
政
ラ
イ
ン
で
は
な
く
政
治
家
を
通
じ
て
選
挙
区
ご
と
に
配
分
さ

れ
る
交
付
金
に
よ
り
、
具
体
的
に
目
に
見
え
る
恩
恵
が
お
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
（

C
D

F
に
つ
い
て

は
2
－
4
－
2（

p.
 7
0）
、
2
－
4
－
3（

p.
 7
8）
参
照
）。

・
他
方
で
こ
の
よ
う
な
資
金
の
流
れ
は
サ
ー
ビ
ス
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
一
層
複
雑
に
し
、
セ
ク
タ
ー
政
策
と
の
整
合
性
を
欠
く
こ

と
が
多
い
（
詳
細
は
、
本
表
1（
2）
2 .
「
開
発
交
付
金
と
経
常
交
付
金
」
参
照
）。

・
事
業
の
計
画
立
案
と
優
先
順
位
付
け
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
地
域
の
現
状
分
析
、
ニ
ー
ズ
分
析
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
？
　
こ
の
側
面
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。

・
ま
た
、
通
常
の
ラ
イ
ン
省
庁
や
地
方
自
治
体
技
術
部
局
か
ら
独
立
し
た
実
施
体
系
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
案
件
形
成
段
階
、

実
施
段
階
、
そ
し
て
そ
の
後
の
サ
ー
ビ
ス
運
営
段
階
に
お
い
て

te
ch

ni
ca

l b
ac

ks
to

pp
in

g
に
問
題
が
出
る
場
合
が
多
い
。

＜
ac

co
un

ta
b

ili
ty
の
観
点
か
ら
＞

・
政
治
家
に
よ
る
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
任
命
や
裨
益
対
象
の
選
定
に
お
け
る
不
透
明
性
が
問
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

＜
結
論
：
あ
く
ま
で
も
緊
急
避
難
的
な
措
置
と
し
て
＞

・
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
分
析
す
る
と
、
や
は
り
こ
の
よ
う
な
行
政
ラ
イ
ン
か
ら
隔
離
さ
れ
た
形
で
の
開
発
交
付
金
に
は
無
理

が
あ
る
。
ケ
ニ
ア
の
場
合
そ
れ
ま
で
行
政
の
腐
敗
構
造
か
ら
住
民
に
サ
ー
ビ
ス
が
届
か
な
い
状
況
が
あ
り
、
こ
れ
を
克
服
す

る
緊
急
避
難
的
措
置
と
し
て
は
意
味
が
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
今
後
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ー
タ
ル
な
計
画
策
定
に
統
合
し

て
経
常
資
金
と
の
整
合
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
最
近
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
も

C
D

F
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
よ
う
に
分
権
化
改
革
が

進
み
、
特
に
明
確
な
算
定
方
式
に
よ
る
交
付
金
配
分
体
制
を
整
備
し
て
い
る
中
で
の

C
D

F
の
導
入
は
、
上
記
の
観
点
か
ら
は

正
当
化
し
よ
う
が
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
の
国
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
資
金
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
性
格
を
よ
く
理
解

し
た
上
で
、
そ
の
導
入
は
慎
重
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

＜
ac

co
un

ta
b

ili
ty
の
見
地
か
ら
＞

・
ウ
ガ
ン
ダ
の
よ
う
に
予
算
策
定
権
、
予
算
執
行
権
な
ど
が
地
方
自
治
体
に
委
譲
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
そ
う
し
た
国
で

は
そ
れ
以
外
よ
り
も
地
方
に
お
け
る
説
明
責
任
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

・
他
方
、
交
付
金
の
種
類
、
金
額
と
も
に
多
く
を
中
央
に
依
存
し
て
い
る
状
況
で
は
、
説
明
責
任
も
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
中
央
政

府
に
向
く
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
が
地
方
自
治
体
の
自
治
を
阻
害
し
て
い
る
。

3．
政
治
的
資
金
配
分

の
有
無
（
続
き
）

4．
予
算
執
行
説
明
責

任
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別添 課題体系マトリックス

見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

1．
基
礎
情
報
：
地
方

自
治
体
の
配
置
人

員
数
・
能
力

・
地
方
自
治
体
に
配
属
さ
れ
て
い
る
職
員
数

は
？
（
各
セ
ク
タ
ー

／部
局
ご
と
に
。
定

員
を
満
た
し
て
い
る
か
？
）

・
地
方
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
中
央
の
出
先

が
担
っ
て
い
る
場
合
は
そ
れ
ら
の
機
関
の

職
員
数
は
？

・
委
譲
さ
れ
て
い
る
責
任
・
権
限
に
対
し
て

適
正
規
模
の
人
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る

か
？

・
配
置
さ
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
は
？

（
学
歴
・
技
術
・
経
験
な
ど
）

・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
地
方
行
政
（
地
方
自
治
体
、
中
央
の
出
先
機
関
）
の
人
員
を
見
る
と
、
人
数
的
に
も
能
力
的
に
も
極
め
て

難
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
、
例
外
な
く
顕
著
で
あ
る
。
分
権
化
か
集
権
化
か
と
い
う
議
論
以
前
に
、
ど
れ
だ
け
の
人
員
で

ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
客
観
的
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ウ
ガ
ン

ダ
を
含
め
、
地
方
分
権
化
改
革
を
進
め
て
い
る
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
く
、
分
権
化
す
れ
ば
す
べ

て
が
解
決
す
る
か
の
よ
う
に
議
論
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

・
タ
ン
ザ
ニ
ア
や
ウ
ガ
ン
ダ
の
よ
う
に
地
方
自
治
体
が
2
層
以
上
に
分
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
上
位
の
み
な
ら
ず
下
位
自
治
体

の
陣
容
も
、
そ
の
業
務
内
容
と
と
も
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
他
方
、
ケ
ニ
ア
で
は
地
方
自
治
体
と
中
央
出
先
機

関
と
し
て
の

D
is

tr
ic

t行
政
お
よ
び
各
省
出
先
機
関
が
並
存
し
、
サ
ー
ビ
ス
・
デ
リ
バ
リ
ー
の
見
地
か
ら
は
後
者
が
主
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
こ
れ
ら
両
方
の
陣
容
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
と
と
も
に
把
握
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

・
地
方
自
治
体
に
分
権
化
さ
れ
た
財
政
を
管

理
す
る
だ
け
の
十
分
な
能
力
が
備
わ
っ
て

い
る
か
？

・
ケ
ニ
ア
の
よ
う
に
地
方
予
算
を
各
セ
ク
タ
ー
省
庁
中
央
が
決
定
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
な
中
央
集
権
的
体
制
下
で

は
、
地
方
に
お
け
る
予
算
執
行
の
説
明
責
任
も
そ
れ
ぞ
れ
の
省
庁
中
央
に
し
か
向
か
な
い
。
地
方
議
会
や
地
域
住
民
へ
の
説

明
責
任
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。

＜
ef

fic
ie

nc
y、

ac
co

un
ta

b
ili

ty
の
見
地
か
ら
＞

・
歳
出
の
自
治
、
歳
入
の
自
治
の
い
ず
れ
に
せ
よ
財
政
分
権
化
を
進
め
る
の
は
よ
い
が
、
地
方
自
治
体
の
側
で
急
激
に
増
加
す

る
財
政
の
管
理
能
力
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
状
況
は
か
え
っ
て
混
乱
し
行
政
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
悪
化
す
る
。

さ
ら
に

ac
co

un
ta

bi
lit

y
も
低
下
す
る
。

＜
制
度
改
革
・
「
受
け
皿
」
整
備
の
バ
ラ
ン
ス
の
見
地
か
ら
＞

・
地
方
へ
の
財
政
分
権
化
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
十
分
な
能
力
開
発
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
の
能
力
開
発
が
進
む
と

と
も
に
成
績
向
上
へ
の
動
機
付
け
と
な
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
（
詳
細
は
、
本
表
1（
2）
2 .
「
地
方
交
付
金
の
算
定
」
参
照
）。

5．
地
方
自
治
体
の
財

政
管
理
能
力

（
3）
人
事
の
分
権
化
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アフリカにおける地方分権化とサービス・デリバリー

見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

2．
人
事
権
限
（
任
用
、

処
遇
そ
の
他
）
の

分
権
化

・
地
方
行
政
官
の
採
用
、
昇
進
、
人
員
配
置

や
給
与
、
服
務
規
律
な
ど
の
決
定
権
は
ど

こ
に
（
中
央
／地
方
）
あ
る
か
？

・
地
方
行
政
官
の
採
用
に
つ
い
て
、
大
都
市

と
不
便
な
貧
困
地
域
の
自
治
体
と
の
間
で
、

人
材
確
保
に
格
差
が
生
じ
て
い
な
い
か
？

・
中
央
で
の
人
材
プ
ー
ル
な
ど
、
人
材
の
地

域
間
格
差
縮
小
の
た
め
の
何
ら
か
の
制
度

が
存
在
す
る
か
？

・
他
方
、
部
族
対
立
の
解
消
と
部
族
間
融

和
・
国
家
統
一
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
人
事
の
分
極

化
が
国
家
の
分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
へ
の

懸
念
は
強
い

人
事
権
分
権
化
の
メ
リ
ッ
ト

・
人
事
権
分
権
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
以
下
の
点
が
考
え
ら
れ
る
。

・
各
職
員
の
業
務
に
関
す
る
説
明
責
任
（

ac
co

un
ta

bi
lit

y）
が
雇
用
者
で
あ
る
地
方
自
治
体
の
首
長
も
し
く
は
議
会
に
向

け
ら
れ
る
こ
と
で
、
業
務
内
容
に
関
し
て
地
域
住
民
へ
の
透
明
性
が
向
上
す
る
。
ま
た
、
職
員
の
当
該
地
方
へ
の
忠
誠
、

貢
献
へ
の
動
機
付
け
の
観
点
か
ら
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
1 。

・
地
方
開
発
計
画
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
則
っ
て
各
業
務
に
必
要
な
人
員
配
置
、
職
員
採
用
を
地
方
自
治
体
独
自
に
行
う
こ
と

が
可
能
に
な
る
。
こ
の
結
果
、
地
方
自
治
体
の
総
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

・
地
方
自
治
体
で
の
職
員
採
用
が
可
能
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
人
材
、
地
域
の
実
状
を
把
握
し
た
職
員
の
登
用
が
可

能
に
な
る
2 。
ま
た
、
欠
員
に
対
す
る
人
員
補
充
な
ど
も
迅
速
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

人
事
権
分
権
化
に
お
け
る
要
注
意
点

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s、

ef
fic

ie
nc

y
の
観
点
か
ら
＞

・
人
事
管
理
は
簡
単
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
人
事
権
を
分
権
化
し
て
、
各
地
方
自
治
体
で
優
秀
な
人
材
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
、
高

い
動
機
付
け
を
保
っ
て
最
大
限
の
成
果
を
上
げ
る
体
制
が
構
築
・
維
持
で
き
る
の
か
？
　
若
い
優
秀
な
人
材
を
惹
き
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
？
（
特
に
専
門
性
の
高
い
分
野
や
レ
ベ
ル
の
高
い
役
職
で
）
最
適
な
人
材
を
選
定
し
登
用
す
る
だ
け
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
自
治
体
の
側
に
あ
る
か
？

・
さ
ら
に
、
人
事
の
分
権
化
は
、
職
業
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
見
地
か
ら
は
、
中
央
政
府
へ
の
昇
進
の

機
会
が
奪
わ
れ
、
狭
い
世
界
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
か
ね
な
い
。
実
際
ウ
ガ
ン
ダ
や
タ
ン
ザ

ニ
ア
で
は
保
健
医
療
な
ど
専
門
性
の
高
い
ポ
ス
ト
の
限
ら
れ
た
分
野
で
そ
う
し
た
声
が
聞
か
れ
る
。

＜
eq

ui
ty
／
na

tio
na

l u
ni

ty
の
観
点
か
ら
＞

・
特
に
生
活
の
厳
し
い
辺
境
の
貧
困
地
域
の
自
治
体
で
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
な
い
か
？
　
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
の
何
ら

か
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
の
か
？
（
地
方
自
治
体
の
人
材
の
地
域
間
格
差
の
問
題
）

・
上
記
の
よ
う
な
理
由
も
あ
り
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
も
ウ
ガ
ン
ダ
で
も
地
方
自
治
体
の
行
政
長
官
職
が
中
央
の
任
命
に
逆
戻
り
し

た
。
こ
れ
に
加
え
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
い
て
は
、
教
育
、
保
健
医
療
、
農
業
な
ど
各
技
術
部
局
の
長
（

H
ea

d 
of

 T
ec

hn
ic

al

D
ep

ar
tm

en
t）
も
中
央
任
命
に
な
っ
て
い
る
。
肝
心
の
上
層
部
が
中
央
任
命
で
は
地
方
分
権
化
の
本
旨
に
反
す
る
も
の
と
な

る
が
、
上
記
の
理
由
か
ら
や
む
を
得
な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s
：
人
事
権
分
権
化
の
負
の
イ
ン
パ
ク
ト
＞

・
さ
ら
に
、
ケ
ニ
ア
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
方
議
員
や
有
力
者
の
影
響
に
よ
り
不
適
切
、
不
透
明
な
人
材
採
用
、
人
事

管
理
が
横
行
す
る
危
険
性
も
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
地
方
レ
ベ
ル
で
の
人
事
採
用
基
準
を
明

確
化
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
ま
た
、
最
近
ま
で
地
方
自
治
体
の

C
A

O
の
人
事
権
を
地
方
に
分
権
化
し
て
い
た
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
、
議
会
に
よ
る

C
A

O
の
解
雇
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が
相
次
ぎ
、
不
当
解
雇
と
し
て
訴
訟
に
至
る
ケ
ー
ス
が
頻
出
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
地
方
議
会
に
よ
る
権
限
の
濫
用
と
の
批

判
が
出
た
一
方
、
こ
う
し
た
事
例
は
新
た
な
制
度
を
経
験
す
る
際
の
、
成
熟
に
至
る
試
行
錯
誤
の
過
程
と
い
う
好
意
的
な
見
方

も
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
こ
の
こ
と
が
一
つ
の
理
由
と
な
り
、
行
政
長
官
の
人
事
権
が

中
央
に
戻
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
他
の
国
が
今
後
人
事
権
分
権
化
を
考
え
る
際
に
も
参
考
に
な
ろ
う
。

人
事
権
分
権
化
の
欠
点
を
補
う
た
め
の
措
置
の
有
無

・
地
方
自
治
体
で
有
能
な
人
材
を
確
保
し
、
地
方
自
治
体
間
の
人
員
の
格
差
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
は
、
給
与
を
よ

り
魅
力
的
な
も
の
に
す
る
、
僻
地
手
当
な
ど
を
支
給
す
る
、
官
舎
の
提
供
や
交
通
手
段
確
保
へ
の
配
慮
を
行
う
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
条
件
整
備
に
加
え
、
日
本
な
ど
で
は
地
方
で
の
人
材
確
保
が
難
し
か
っ
た
時
代
に
は
、
中
央
政
府
（
特

に
自
治
省
）
職
員
の
中
か
ら
人
材
を
プ
ー
ル
し
て
お
き
、
地
方
自
治
体
の
重
要
ポ
ス
ト
で
空
席
補
充
の
必
要
が
出
た
際
に
派

遣
す
る
制
度
が
機
能
し
て
い
た
3 。
こ
の
よ
う
な
制
度
は
地
方
自
治
体
人
事
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
機
能
す
る
と
同

時
に
、
中
央
政
府
か
ら
の
地
方
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
移
転
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
能
力
開
発
、
さ
ら
に
中
央
政
府
が
地
方
自
治
体

の
実
状
を
知
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
も
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
る
。

・
地
方
分
権
化
過
程
の
中
で
、
地
方
自
治
体
職
員
の
研
修
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
。

・
人
材
育
成
制
度
の
権
限
委
譲
は
、
地
方
自
治
体
自
身
が
自
ら
の
ス
タ
ッ
フ
に
不
足
す
る
能
力
を
把
握
し
、
適
切
な
内
容
を
過
不
足

な
く
、
ま
た
現
場
に
近
い
場
所
で
業
務
上
負
担
の
少
な
い
形
で
能
力
向
上
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
点
で
利
点
が
あ
る
。

・
た
だ
し
、
先
進
国
と
異
な
り
各
地
方
自
治
体
が
独
自
に
研
修
制
度
と
施
設
を
持
つ
こ
と
は
、
短
期
的
に
は
現
実
的
と
は
い
い
難

い
。
こ
こ
で
は
中
央
省
庁
、
大
学
、
民
間
機
関
そ
の
他
研
修
の
提
供
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
ア
ク
タ
ー
が
ど
の
よ
う
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
移
転
す
る
こ
と
が
可
能
か
（
サ
プ
ラ
イ
・
サ
イ
ド
）
を
把
握
し
、
国
全
体
と
し
て
の
提
供
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
、
ま
ず

は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
各
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
ニ
ー
ズ
（
デ
マ
ン
ド
・
サ
イ
ド
）
を
把
握
し
、
そ
れ
を
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
職
員
研
修
計
画
に
落
と
し
込
ん
で
、
上
記
の
研
修
提
供
者
に
委
託
す
る
と
い
う
作
業
を
進
め
る
能
力
を
付
け
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
や
ウ
ガ
ン
ダ
で
、

LG
C

D
G
、

LG
D

P
な
ど
の
無
条
件
開
発
交
付
金
と
抱
き
合
わ
せ
で
構
築

さ
れ
た

LG
C

B
G
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
財
政
面
を
担
保
す
る
制
度
と
考
え
ら
れ
る
。

・
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
確
保
と
い
う
点
で
は
、
地
方
分
権
化
改
革
の
状
況
に
沿
っ
て
中
央
レ
ベ
ル
で
戦
略
的
に
能

力
向
上
を
図
る
必
要
性
も
あ
る
。
短
期
的
に
は
中
央
レ
ベ
ル
に
地
方
公
務
員
研
修
所
を
設
立
す
る
こ
と
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
4 。

・
地
方
行
政
官
の
研
修
・
育
成
は
ど
こ
が
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
？

・
地
方
公
務
員
の
研
修
は
、
昇
進
制
度
そ
の

他
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
連
動
す
る
な

ど
、
人
事
制
度
全
体
の
中
で
そ
の
一
環
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
？

3．
地
方
自
治
体
職
員

の
人
材
育
成
制
度

1
中
央
集
権
的
な
人
事
制
度
を
持
つ
ケ
ニ
ア
で
は
、
職
員
の
研
修
計
画
を
検
討
し
て
い
る
際
に
、
地
域
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
と
、
中
央
政
府
の
全
国
一
律
の
研
修
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
な

く
地
域
の
実
状
に
即
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
扱
う
研
修
を
提
案
し
て
も
、
ス
タ
ッ
フ
自
身
か
ら
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
職
員
に
と
っ
て
は
そ
の
地
方
で
の
勤
務
は
一
時
的
な
も
の
で
、
他
の

地
域
へ
の
異
動
と
中
央
本
省
で
の
昇
進
を
前
提
に
考
え
る
と
、
全
国
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
研
修
を
受
け
て
お
い
た
ほ
う
が
得
策
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
集
権
的
人
事
が
地
方
固
有
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
き
れ
な
い
理
由
の
具
体
的
一
例
で
あ
る
。

2
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
逆
に
、
人
事
の
分
権
化
が
徹
底
し
た
結
果
、
採
用
が
当
該
地
域
内
の
人
材
に
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
他
の
地
域
か
ら
の
刺
激
が
な
く
広
い
視
野
を
持
っ
た
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
こ

な
い
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
の
指
摘
も
あ
る
（
詳
細
は
、
2－
2－
7（

p.
 3
3）
参
照
）。

3
こ
う
し
て
派
遣
さ
れ
る
職
員
に
は
、
各
種
手
当
て
の
ほ
か
、
そ
の
後
の
昇
進
、
研
修
機
会
の
提
供
な
ど
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
用
意
さ
れ
た
。

4
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
研
修
提
供
機
関
の
情
報
を
把
握
し
、
地
方
自
治
体
の
研
修
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
て
サ
プ
ラ
イ
・
サ
イ
ド
と
デ
マ
ン
ド
・
サ
イ
ド
を
掌
握
し
た
上
で
、
地
方
公
務
員
研
修
戦
略
を
策
定

し
、
地
方
公
務
員
研
修
所
の

in
st

itu
tio

n 
bu

ild
in

g
を
支
援
す
る
案
件
が

JI
C

A
の
協
力
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
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説

1．
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス

計
画
策
定
に
お
け
る
分
権
化
の
態
様

・
地
方
で
の
開
発
計
画
は
、
誰
が
、
ど
の
よ

う
に
策
定
し
て
い
る
の
か
？

・
中
央
と
地
方
の
各
層
が
所
掌
す
る
計
画
の

内
容
・
範
囲
は
？

・
地
方
で
の
計
画
策
定
に
お
け
る
上
位
機
関

か
ら
の

te
ch

ni
ca

l 
ba

ck
st

op
pi

ng
は
ど

の
程
度
あ
る
か
？

＜
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
計
画
の
流
行
＞

・
地
域
開
発
計
画
策
定
を
各
地
域
に
お
け
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
プ
ロ
セ
ス
で
行
お
う
と
い
う
試
み
は
最
近
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の

国
で
試
み
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
。
こ
れ
は
中
央
レ
ベ
ル
で
の
画
一
的
な
開
発
推
進
と
比
べ
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
、
固
有
性
を
反

映
し
た
開
発
が
行
わ
れ
る
可
能
性
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

＜
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
─
ウ
ガ
ン
ダ
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
的

D
ev

ol
ut

io
n
型
か
、
ケ
ニ
ア
的

D
ec

on
ce

nt
ra

tio
n
型
か
＞

・
一
口
に
計
画
策
定
の
地
方
分
権
化
と
い
っ
て
も
、
権
限
委
譲
先
は
①
地
方
自
治
体
、
②
中
央
の
出
先
機
関
の
2
つ
に
分
か
れ

る
。
さ
ら
に
②
の
中
で
も

a）
D

is
tr

ic
t 

A
dm

in
is

tr
at

io
n
の
よ
う
な
中
央
の
出
先
機
関
の
計
画
官
や
計
画
委
員
会
が
と
り
ま

と
め
る
も
の
と
、

b）
各
セ
ク
タ
ー
省
庁
の
出
先
機
関
が
ば
ら
ば
ら
に
実
施
す
る
も
の
が
あ
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
は

①
を
追
求
し
て
い
る
。
ケ
ニ
ア
は
②
で
、
そ
の
中
で
も

a）
と

b）
が
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

b）
の
セ
ク
タ
ー
省

庁
の
出
先
機
関
が
中
心
で
あ
る
と
い
え
る
。
同
じ
参
加
型
地
域
開
発
計
画
策
定
で
も
①
と
②
で
は
そ
の
様
相
が
全
く
異
な
っ

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
こ
の
点
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s
の
見
地
か
ら

: 計
画
へ
の
住
民
ニ
ー
ズ
の
反
映
と
計
画
し
た
事
業
の
実
現
を
ど
う
担
保
す
る
か
？
＞

・
上
記
②
の

b）
セ
ク
タ
ー
省
庁
の
出
先
に
よ
る
計
画
策
定
は
、

D
ec

on
ce

nt
ra

tio
n
の
典
型
的
な
形
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
各
省

が
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
計
画
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
ニ
ー
ズ
の
汲
み
上
げ
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
も
の
と

し
て
一
定
の
評
価
は
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
各
セ
ク
タ
ー
が
ば
ら
ば
ら
に
計
画
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た

め
セ
ク
タ
ー
間
の
調
整
や
地
域
の
実
状
に
合
っ
た
セ
ク
タ
ー
間
の
優
先
順
位
付
け
が
担
保
で
き
な
い
の
み
な
ら
ず
、
セ
ク
タ
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見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

4．
上
位
機
関
か
ら

の
te

c
h

n
ic

a
l

b
ac

ks
to

p
p

in
g

と
ノ
ウ
ハ
ウ
移
転

に
よ
る
自
治
体
職

員
の
能
力
向
上

（
O

JT
を
担
保
す

る
制
度
）

・
地
方
自
治
体
に
対
す
る
上
位
機
関
か
ら
の

te
ch

ni
ca

l 
ba

ck
st

op
pi

ng
は
ど
の
程
度

あ
り
5 、
そ
れ
が
自
治
体
職
員
の
能
力
向
上

に
ど
の
程
度
貢
献
し
て
い
る
か
？

・
上
記
の
ほ
か
、中
央
政
府
に
蓄
積
さ
れ
て
き

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
方
自
治
体
職
員
に
移
転
す

る
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
る
か
？（
中
央
地
方

の
人
事
交
流
や

te
ch

ni
ca

l b
ac

ks
to

pp
in

g

を
通
じ
た

O
JT
、
中
央
地
方
の
協
働
を
通

じ
た

O
JT
な
ど
）

・
分
権
化
の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
地
方
の
能
力
不
足
を
補
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担
保
す
る
た
め
上
位
機
関
か
ら
の

te
ch

ni
ca

l 
ba

ck
st

op
pi

ng
の
体
制
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
本
表
（
4）「
計
画
策
定
の
分
権
化
」
や

（
5）「
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
）
実
施
の
分
権
化
」
の
欄
で
も
見
る
。
こ
の

te
ch

ni
ca

l 
ba

ck
st

op
pi

ng
を
実
践
の
中
で
受
け
る
こ

と
自
体
が
、
こ
の
上
な
い

O
JT
と
な
る
こ
と
は
、
日
本
の
機
関
委
任
事
務
に
お
け
る
経
験
が
雄
弁
に
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

自
治
体
職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
に
は
通
常
の
研
修
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
に
加
え
て

O
JT
の
機
会

を
可
能
な
限
り
提
供
す
る
こ
と
が
、
能
力
開
発
の
た
め
に
は
極
め
て
有
効
で
あ
る
。
こ
う
し
た
体
制
が
ど
の
程
度
存
在
す
る

か
を
検
証
す
る
。

・
日
本
の
経
験
か
ら

O
JT
の
有
効
な
手
段
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
の
間
の
人
事
交
流
、
融
合
型

体
制
に
お
け
る
中
央
地
方
の
協
働
の
実
践
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
会
も
活
用
し
て
中
央
に
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
、
経

験
、
技
術
を
地
方
自
治
体
に
移
転
す
る
仕
組
み
を
考
え
て
お
く
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

（
4）
計
画
策
定
の
分
権
化
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別添 課題体系マトリックス

住
民
参
加
の
方
法

・
計
画
策
定
に
際
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
ど
の

よ
う
に
し
て
取
り
込
ん
で
い
る
の
か
？

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
、
聞
き
取
り
調
査

か
、
公
聴
会
か
？
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

場
合
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
に
な
る
の
か
？

・
地
域
で
の
計
画
策
定
に
住
民
は
ど
う
い
っ

た
形
で
、
ど
の
程
度
参
加
し
て
い
る
か
？

・
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
は
住
民
全
員
に
開
か

れ
て
い
る
の
か
？
　
そ
う
で
な
い
場
合
、

参
加
す
る
住
民
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
ば

れ
て
い
る
の
か
？

ー
横
断
的
な
サ
ー
ビ
ス
・
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
、
セ
ク
タ
ー
間
の
死
角
に
な
る
業
務
へ
の
対
応
困
難
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
。

・
上
記
の

D
ec

on
ce

nt
ra

tio
n
型
に
比
べ
て
、
①
の

D
ev

ol
ut

io
n
型
は
セ
ク
タ
ー
の
縦
割
り
の
影
響
を
比
較
的
受
け
に
く
く
、

地
方
ニ
ー
ズ
の
反
映
と
統
合
的
計
画
策
定
は
容
易
な
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
ウ
ガ
ン
ダ
や
タ

ン
ザ
ニ
ア
に
お
い
て
も
、
実
際
に
は
地
域
開
発
計
画
を
裏
付
け
る
予
算
の
多
く
は
、
中
央
政
府
か
ら
の
交
付
金
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
た
め
計
画
を
策
定
し
て
も
そ
れ
に
対
す
る
中
央
政
府
の
（
セ
ク
タ
ー
間
配
分
な
ど
の
）
予
算
配
分
が
十
分
で

な
い
、
ま
た
は
柔
軟
に
対
応
で
き
な
い
場
合
、
必
ず
し
も
住
民
ニ
ー
ズ
が
尊
重
さ
れ
た
結
果
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た

交
付
金
の
削
減
な
ど
に
よ
り
予
算
の
裏
付
け
自
体
が
な
い
場
合
は
そ
の
存
在
意
義
は
一
層
弱
ま
る
6 。

＜
分
権
化
改
革
に
お
け
る
住
民
参
加
型
地
域
計
画
策
定
の
意
義
＞

・
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

O
&

O
D
の
よ
う
な
住
民
参
加
型
の
計
画
策
定
は
、
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
容
易
に
す
る
（

ef
fe

ct
iv

en
es

s）

と
と
も
に
住
民
へ
の
説
明
責
任
や
透
明
性
の
向
上
の
た
め
に
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（

ac
co

un
ta

bi
lit

y）
。

・
さ
ら
に
、
計
画
段
階
か
ら
住
民
が
参
画
す
る
こ
と
に
よ
り
実
施
段
階
で
も
主
体
的
参
加
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
は
住
民
と
行
政
と
の
協
働
（

C
ol

le
ct

iv
e 

A
ct

io
n）
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
に
一
般
的
で
あ
る
脆
弱
な
末
端
行
政
を
補
完

し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
開
発
事
業
を
進
め
る
有
効
な
手
段
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
（

ef
fic

ie
nc

y）（
詳
細
は
、
3
－
3
－

3（
p.

 1
27
）
お
よ
び
本
表
3「
地
域
社
会
・
住
民
と
行
政
の
関
係
」
参
照
）。

・
政
府
と
し
て
の
正
当
性
（

le
gi

tim
ac

y）
の
欠
如
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
お
い
て
住
民
が
行
政
の
恩
恵
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
計
画
段
階
か
ら
参
画
し
、
実
施
に
も
関
与
す
る
と
い
う
「
自
治
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
体
験
で
き
る
こ
と
は
、

「
民
主
主
義
の
学
校
」
と
し
て
将
来
の
市
民
社
会
の
成
熟
に
よ
る
本
当
の
地
方
分
権
化
体
制
を
築
く
端
緒
と
な
り
得
る
（
詳
細

は
、
3
－
3
－
3（

p.
 1
27
）
お
よ
び
本
表
3「
地
域
社
会
・
住
民
と
行
政
の
関
係
」
参
照
）。

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s、

ac
co

un
ta

b
ili

ty
の
観
点
か
ら

: 真
の
住
民
ニ
ー
ズ
を
ど
う
把
握
し
計
画
に
反
映
す
る
か
？
＞

・
ケ
ニ
ア
の

C
D

F
な
ど
で
は
、
住
民
参
加
型
の
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
が
制
度
と
し
て
は
整
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
態
的
に
代
表

と
し
て
計
画
策
定
に
参
加
す
る
住
民
が
限
定
さ
れ
て
お
り
か
つ
そ
の
選
定
が
不
透
明
な
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
で
は
反
映
さ
れ
る
住
民
ニ
ー
ズ
は
偏
向
し
、

ef
fe

ct
iv

en
es

s
お
よ
び

ac
co

un
ta

bi
lit

y
を
損
な
う
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
危
険
性
も
生
じ
る
。
一
口
に
参
加
型
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必

要
が
あ
る
。

・
他
方
、
他
所
か
ら
来
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
数
日
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
抽
出
さ
れ
る

ニ
ー
ズ
に
ど
こ
ま
で
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
残
る
。
住
民
の
真
の
ニ
ー
ズ
を
公
平
、
公
正
な

形
で
汲
み
上
げ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
一
層
の
工
夫
が
必
要
と
も
い
え
る
。

5
te

ch
ni

ca
l b

ac
ks

to
pp

in
g
に
つ
い
て
は
、
3－
2－
1（
2）（

p.
 1
01
）、
（
3）（

p.
 1
02
）、
3－
2－
2（
4）（

p.
 1
08
）
参
照
。

6
こ
の
問
題
の
顕
著
な
例
は
19
80
年
代
に
ド
ナ
ー
の
資
金
援
助
に
よ
り
盛
ん
に
な
っ
た
が
支
援
終
了
に
よ
る
資
金
枯
渇
を
機
に
現
在
に
至
る
ま
で
有
名
無
実
化
し
て
い
る
ケ
ニ
ア
の

D
is

tr
ic

t
D

ev
el

op
m

en
t C

om
m

it
te

e（
D

D
C
）
で
あ
る
。
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見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

1．
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス

（
続
き
）

2．
地
方
に
お
け
る
セ

ク
タ
ー
計
画
と
地

域
開
発
計
画
の
整

合
性

地
域
セ
ク
タ
ー
計
画
の
策
定
の
仕
方

・
各
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
地
方
で
の
セ
ク
タ
ー

計
画
は
ど
の
よ
う
に
策
定
さ
れ
て
い
る
の

か
？
（
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
／ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
）

地
域
開
発
計
画
の
統
合
度

・
地
方
に
お
い
て
、
セ
ク
タ
ー
計
画
を
統
合
し

た
総
合
計
画
は
存
在
す
る
か
？
　
そ
の
内
容

は
ど
こ
ま
で
統
合
的
に
な
っ
て
い
る
か
？

（
単
な
る
寄
せ
集
め
に
な
っ
て
い
な
い
か
？
）

セ
ク
タ
ー
計
画
間
の
調
整
の
程
度

・
地
方
で
の
計
画
策
定
に
お
い
て
、
各
セ
ク

タ
ー
に
お
け
る
計
画
の
間
の
調
整
は
ど
の

よ
う
に
図
っ
て
い
る
か
？
　
そ
れ
は
ど
の

＜
ef

fic
ie

nc
y、

ef
fe

ct
iv

en
es

s
の
観
点
か
ら

: 高
い
コ
ス
ト
＞

・
住
民
参
加
型
計
画
策
定
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
高
い
と
い
う
問
題
指
摘
が
あ
る
。
地
域
計
画
策
定
は
将
来
に
わ
た
っ
て
定
期
的
に

繰
り
返
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
政
府
が
賄
え
る
程
度
の
コ
ス
ト
で
な
け
れ
ば
持
続
可
能
性
が
担
保
で
き
な
い
。

・
コ
ス
ト
の
見
地
か
ら
も
持
続
性
と
真
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
い
う
目
的
合
理
性
か
ら
も
、
成
功
の
鍵
を
握
る
要
素
の
一
つ
は
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
地
域
住
民
の
中
か
ら
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
存
在
を
見
つ
け
出
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
育

成
す
る
可
能
性
を
模
索
す
る
こ
と
が
最
善
の
対
処
法
で
あ
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
の

N
G

O
、

C
on

ce
rn
の
試
み
は
参
考
に
な
る
。

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s、

ef
fic

ie
nc

y
お
よ
び
「
受
け
皿
」
整
備
の
観
点
か
ら

: と
り
ま
と
め
に
掛
か
る
膨
大
な
労
力
と
能
力
＞

・
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
例
に
と
る
と
、
全
国
に
1
万
以
上
あ
る

V
ill

ag
e
一
つ
ひ
と
つ
か
ら
上
が
る
計
画
（
1

D
is

tr
ic

tに
つ
い
て
約

10
0

V
ill

ag
e
の
計
算
）
を
束
ね
て
予
算
を
振
り
分
け
る
と
い
う
作
業
に
は
膨
大
な
労
力
と
能
力
が
必
要
と
な
る
。

・
こ
の
制
度
で
最
も
重
要
で
か
つ
困
難
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は

D
is

tr
ic

tレ
ベ
ル
の
計
画
担
当
官
で
あ
る
。
参
加
型
で

V
ill

ag
e
か
ら
上
が
っ
て
き
た
計
画
と
各
セ
ク
タ
ー
の
計
画
を
束
ね
、
予
算
付
け
の
た
め
の
優
先
順
位
付
け
を
し
て
、
自
己
財

源
と
数
多
く
の
交
付
金
の
間
で
振
り
分
け
る
と
い
う
目
ま
い
が
す
る
よ
う
な
作
業
を
求
め
ら
れ
る
。
地
方
自
治
体
の
中
で
こ

れ
ら
の
作
業
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
1、
2
人
の
行
政
官
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
こ
れ
ら
担
当
官
そ
の
も
の
の
行
政
能
力
向
上

だ
け
で
は
な
く
、
優
先
順
位
付
け
の
根
拠
と
し
て
、
地
域
の
基
礎
デ
ー
タ
や
予
算
付
け
に
際
し
て
の
積
算
根
拠
の
整
備
な
ど
、

制
度
整
備
が
併
せ
て
必
要
で
あ
る
。

＜
地
域
セ
ク
タ
ー
計
画
策
定
の
実
状
＞

・
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
よ
う
に

O
&

O
D
に
よ
る
参
加
型
地
域
開
発
計
画
策
定
が
推
進
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
実
際
に
は
セ
ク
タ
ー

の
計
画
は
地
方
自
治
体
の
各
セ
ク
タ
ー
技
術
部
局
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
、
そ
れ
が
計
画
官
に
よ
っ
て

O
&

O
D
計
画
と
統
合
さ

れ
て
地
域
総
合
開
発
計
画
が
出
来
上
が
る
。
各
セ
ク
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
に
住
民
参
加
型
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を

そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
取
り
入
れ
つ
つ
、
基
本
的
に
は
従
来
ど
お
り
中
央
政
府
の
所
轄
官
庁
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

い
て
技
術
的
な
見
地
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

・
現
時
点
で
は
各
技
術
部
局
の
長
は
中
央
各
省
人
事
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
予
算
も
セ
ク
タ
ー
ご
と
の
各
種
交
付

金
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
い
こ
と
か
ら
も
、
地
域
セ
ク
タ
ー
計
画
策
定
に
お
け
る
セ
ク
タ
ー
省
庁
の
影
響
力
は
大
き
い
。

・
こ
の
よ
う
な
中
で
、
現
在

O
&

O
D
へ
の
地
域
セ
ク
タ
ー
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
統
合
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
実
際
農
業
セ
ク

タ
ー
に
つ
い
て
は
そ
の
方
向
で
具
体
化
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
現
実
に
ど
こ
ま
で
機
能
す
る
の
か
、
教
育
や
保
健

医
療
な
ど
他
の
セ
ク
タ
ー
も
統
合
の
方
向
性
を
と
る
の
か
、
と
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
は
注
意
深
い
観
察
と
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
地
域
計
画
策
定
に
お
い
て
は
各
セ
ク
タ
ー
の
専
門
的
技
術
的
分
析
検
討
が
極
め
て
重
要
な
要
素
を
占
め
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
住
民
の
声
に
忠
実
な
だ
け
で
い
い
の
か
、
ど
こ
ま
で
参
加
型
で
策
定
す
る
べ
き
な
の
か
、
も
う
少
し
議

論
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
7 。

・
上
記
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
例
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
自
治
体
ご
と
の
地
域
開
発
計
画
と
し
て
一
つ
に
編
纂
さ
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程
度
機
能
し
て
い
る
か
？

れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
ど
の
程
度
セ
ク
タ
ー
の
縦
割
り
色
が
残
っ
て
い
る
か
は
国
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で

慎
重
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
際
に
は
上
記
の
通
り
人
事
や
予
算
の
態
様
も
間
接
的
に
影
響
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
。

＜
「
参
加
疲
れ
」
と
統
合
の
必
要
性
の
議
論
＞

・
他
方
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
い
て
も
ウ
ガ
ン
ダ
に
お
い
て
も
、
各
セ
ク
タ
ー
が
参
加
型
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て

V
ill

ag
e
で
同
様

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
こ
と
か
ら
、
住
民
の
側
に
「
参
加
疲
れ
」
の
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
8 。
そ
の
意
味
か
ら
も

計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
統
合
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。

＜
地
域
開
発
計
画
の
統
合
作
業
と
セ
ク
タ
ー
間
調
整
＞

・
D

is
tr

ic
t計
画
官
に
よ
る
こ
の
作
業
の
難
し
さ
に
つ
い
て
は
本
表
（
4）
1．
＜

ef
fe

ct
iv

en
es

s、
ef

fic
ie

nc
y
お
よ
び
「
受
け

皿
」
整
備
の
観
点
か
ら

: 
と
り
ま
と
め
に
か
か
る
膨
大
な
労
力
と
能
力
＞
参
照
。
ま
た
、
予
算
の
割
り
振
り
に
か
か
る
制
約
も

深
刻
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
後
段
4．
「
地
域
開
発
計
画
と
計
画
さ
れ
た
事
業
へ
の
予
算
措
置
」
欄
参
照
。

・
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
よ
う
に
分
権
化
改
革
を
進
め
参
加
型
地
域
開
発
計
画
策
定
を
推
進
し
て
い
る
国
に
お
い
て
も
、
セ
ク
タ
ー
と

の
調
整
と
そ
れ
ら
の
統
合
作
業
は
難
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
セ
ク
タ
ー
の
縦
割
り
色
の
濃
い
ケ
ニ
ア
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
は
よ
り
一
層
深
刻
で
あ
る
。
セ
ク
タ
ー
は
中
央
本
省
の
強
い
指
揮
命
令
系
統
下
に
あ
り
、
地
域
レ
ベ
ル
で
と
り
ま
と
め
る

立
場
に
あ
る

D
is

tr
ic

t行
政
（
中
央
の
出
先
機
関
）
の
計
画
官
と

D
D

C
9
に
は
ほ
と
ん
ど
と
り
ま
と
め
る
だ
け
の
権
限
が
与
え

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、

D
is

tr
ic

t開
発
計
画
は
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
て
お
り
、
実
際
に
は
セ
ク
タ
ー
の
年
次
活
動
計

画
が
活
動
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
年
次
計
画
を
中
央
本
省
に
上
げ
て
予
算
が
割
り
振
ら
れ
る
が
、
そ

の
過
程
で
は
地
方
の
セ
ク
タ
ー
出
先
機
関
の
裁
量
権
は
な
く
、
中
央
で
決
定
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
の
も
と
で
は
、

地
域
の
固
有
性
を
反
映
し
た
り
地
域
で
の
優
先
付
け
に
よ
る
計
画
統
合
な
ど
は
困
難
で
あ
る
。

・
こ
れ
に
対
し
、
計
画
策
定
を
は
じ
め
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
委
譲
が
進
ん
で
い
る
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
、
地
域
の
実
状
に
沿
っ
た

セ
ク
タ
ー
間
優
先
順
位
付
け
や
セ
ク
タ
ー
間
の
調
整
機
能
は
比
較
的
高
く
、
地
方
自
治
体
で
の
統
合
的
地
域
開
発
計
画
策
定

は
比
較
的
容
易
に
な
っ
て
い
る
。

7
因
み
に
日
本
で
も
住
民
参
加
型
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
計
画
策
定
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
こ
ま
で
極
端
な
参
加
型
計
画
策
定
に
は
な
っ
て
い
な
い
（
詳
細
は
、
2－
5－

3（
p.

 8
8）
お
よ
び
3－
2－
2（
2）（

p.
 1
06
）
参
照
）。
ま
た

O
&

O
D
に
つ
い
て
は
開
発
調
査
「
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
地
方
自
治
体
参
加
型
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
改
善
調
査
」
が
実
施
中
（
最
終
報
告

書
20
08
年
3月
完
成
予
定
）。

8
「
参
加
疲
れ
」
の
観
点
か
ら
は
も
う
一
つ
、
参
加
し
て
策
定
し
た
計
画
の
実
現
性
の
問
題
が
あ
る
。
当
初
は
自
分
た
ち
の
声
が
反
映
さ
れ
る
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
か
ら

参
加
は
促
進
さ
れ
る
が
、
も
し
も
こ
れ
ら
計
画
さ
れ
た
事
業
が
い
つ
ま
で
も
実
現
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
待
は
失
望
と
関
心
の
喪
失
に
つ
な
が
る
（
詳
細
は
、
2－
2－
5（

p.
 3
0）
参
照
）。

9
ケ
ニ
ア
の
場
合
、
地
方
自
治
体
は
地
域
計
画
策
定
に
お
い
て
何
ら
見
る
べ
き
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。
こ
の
場
合
は
中
央
の
出
先
機
関
で
あ
る

D
is

tr
ic

t行
政
と

D
is

tr
ic

t開
発
委
員
会
（

D
D

C
）

が
そ
れ
に
あ
た
る
。
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見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

2．
地
方
に
お
け
る
セ

ク
タ
ー
計
画
と
地

域
開
発
計
画
の
整

合
性
（
続
き
）

3．
国
家
と
地
方
の
計

画
調
整

／地
方
自

治
体
間
の
計
画
調

整

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
整
合

・
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
地
域
開
発
計
画
と
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
国
家
開
発
計
画
を
ど
の
よ
う

に
す
り
合
わ
せ
て
い
る
か
？

広
域
事
業
の
取
り
扱
い

・
地
方
行
政
区
の
境
界
を
越
え
て
機
能
す
べ

き
広
域
計
画
、
広
域
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
）

を
ど
う
取
り
扱
っ
て
い
る
か
？

＜
結
論

: 地
方
分
権
改
革
下
で
の
参
加
型
地
域
開
発
計
画
を
ど
う
見
る
か
？
＞

・
以
上
を
総
合
す
る
と
、
地
方
分
権
改
革
下
で
の
参
加
型
地
域
開
発
計
画
の
推
進
に
お
い
て
重
要
な
要
素
は
、
①
参
加
型
プ
ロ

セ
ス
の
担
保
と
住
民
ニ
ー
ズ
の
計
画
へ
の
反
映
、
②
地
域
の
固
有
性
の
反
映
と
地
域
レ
ベ
ル
で
の
計
画
統
合
、
③
セ
ク
タ

ー
・
サ
ー
ビ
ス
の
技
術
的
有
効
性
担
保
の
3
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
3
つ
を
す
べ
て
10
0
％
満
足
す
る
と
い
う
の

は
極
め
て
複
雑
な
要
求
で
あ
る
。
ま
ず
は
①
と
③
の
間
で
ど
う
落
と
し
ど
こ
ろ
を
つ
け
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
見
地
か
ら
合
目
的
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
地
域
に
お
い
て
②
を
確
保
で
き
る
地
域
単
位
で

の
強
い
調
整
機
能
・
権
限
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
後
者
の
目
的
の
た
め
に
は
、
や
は
り
地
方
自
治
体
へ
の
権
限

委
譲
が
有
利
で
あ
る
が
、
ケ
ニ
ア
の
よ
う
な
状
況
の
場
合
、
過
渡
的
措
置
と
し
て
少
な
く
と
も

D
D

C
の
権
限
強
化
な
ど
何
ら

か
の
形
で
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
強
化
す
る
措
置
が
必
要
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

＜
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
整
合
性
を
ど
う
取
る
か
？
＞

・
セ
ク
タ
ー
横
断
的
な
参
加
型
地
域
開
発
計
画
と
セ
ク
タ
ー
計
画
と
の
統
合
の
問
題
同
様
、
国
家
計
画
・
戦
略
と
の
整
合
性
の

担
保
も
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
参
加
型
地
域
開
発
計
画
を
進
め
る
上
で
直
面
す
る
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
も
や
は
り

D
is

tr
ic

tレ
ベ
ル
の
計
画
官
が
こ
の
難
し
い
問
題
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

・
い
ま
だ
国
家
レ
ベ
ル
で
開
発
課
題
が
山
積
す
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
と
っ
て
、
国
内
に
存
在
す
る
利
用
可
能
な
リ
ソ
ー
ス
を
最

大
動
員
し
て
戦
略
的
に
課
題
を
克
服
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
あ
る
の
が

P
R

S
P
に
代
表
さ
れ
る
国
家
戦
略
で

あ
り
、
公
共
セ
ク
タ
ー
改
革
も
、
さ
ら
に
そ
の
一
環
で
あ
る
地
方
分
権
化
改
革
も
そ
の
大
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
ま
た
、
地
域
開
発
計
画
と
い
っ
て
も
、
実
際
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
見
地
か
ら
は
結
局
そ
の
大
部
分
が
個
々
の
セ
ク
タ
ー

計
画
に
因
数
分
解
で
き
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
の
問
題
も
大
部
分
は
セ
ク
タ
ー
と
の
整
合
性
の
問
題
に
帰
結
す
る
（
セ

ク
タ
ー
省
庁
が
策
定
す
る
セ
ク
タ
ー
政
策
・
戦
略
と
地
域
開
発
計
画
の
す
り
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
本
表
（
4）
2 .
「
地
方
に
お

け
る
セ
ク
タ
ー
計
画
と
地
域
開
発
計
画
の
整
合
性
」
参
照
）。
上
記
に
鑑
み
る
と
、
中
央
レ
ベ
ル
で

P
R

S
P
と
い
う
大
目
標
の

も
と
に
、
セ
ク
タ
ー
改
革
で
あ
る

S
W

A
ps
と
地
方
分
権
化
改
革
の
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
間
で
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
各
地
域
に
お
い
て
開
発
計
画
に
お
け
る
地
方
の
独
自
性
の
担
保
と
、
国
家

的
開
発
戦
略
か
ら
の
要
請
を
す
り
合
わ
せ
る
と
い
う
作
業
に
な
る
。

＜
広
域
事
業
の
取
り
扱
い
＞

・
地
方
分
権
化
し
た
際
、
地
方
自
治
体
の
境
界
を
越
え
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
広
域
事
業
へ
の
対
応
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
。
農
業
で
は
流
域
を
単
位
に
し
た
ゾ
ー
ン
、
保
健
で
は

P
ro

vi
nc

e
／R

eg
io

n
と
い
っ
た
具
合
に
各
セ
ク
タ
ー
の
必
要
に

応
じ
た
行
政
単
位
が
組
ま
れ
中
央
政
府
が
出
先
機
関
を
置
い
て
対
応
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
近
隣
自
治
体
で
協
力
し
合
っ

て
特
定
の
事
業
を
運
営
す
る
事
務
組
合
や
広
域
連
合
の
よ
う
な
形
も
考
え
ら
れ
る
。
地
方
分
権
化
の
歴
史
の
浅
い
ア
フ
リ
カ

諸
国
で
は
、
後
者
の
事
例
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、
今
後
個
々
の
自
治
体
単
独
で
の
対
応
が
困
難
な
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
が
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4．
地
域
開
発
計
画
と

計
画
さ
れ
た
事
業

へ
の
予
算
措
置

5．
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能

・
地
域
開
発
計
画
へ
の
予
算
付
け
は
、
誰
が
、

ど
の
よ
う
に
配
分
し
て
い
る
の
か
？
（
セ
ク

タ
ー
や
地
域
間
の
優
先
順
位
付
け
含
む
）

・
開
発
計
画
と
予
算
配
分
の
連
動
は
ど
の
程

度
あ
る
か
？

・
地
域
開
発
計
画
・
予
算
に
対
し
て
地
方
議

会
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
が
あ
る
か
？

・
そ
れ
が
ど
の
程
度
働
い
て
い
る
か
？

出
て
き
た
際
に
検
討
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
関
係
す
る
組
織
間
で
ど
の
よ
う
な
役
割
分
担
と

協
力
関
係
を
築
き
、
調
整
を
行
っ
て
い
く
の
か
、
自
治
体
独
自
の
事
業
と
の
兼
ね
合
い
も
含
め
て
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

・
計
画
は
策
定
し
て
も
、
そ
れ
に
予
算
が
付
く
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
分
権
化
改
革
が
比
較
的
進
ん
で
い
る
ウ
ガ
ン
ダ

や
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
も
、
地
域
開
発
計
画
の
財
源
と
し
て
は
、

LG
D

P
（
ウ
ガ
ン
ダ
）
や

LG
C

D
G
（
タ
ン
ザ
ニ
ア
）（
詳
細
は
、

2
－
2
－
7（
2）（

p.
 3
4）
お
よ
び
2
－
3
－
3（
2）（

p.
 5
0）
参
照
）
と
い
っ
た
無
条
件
開
発
交
付
金
だ
け
で
は
計
画
の
ご
く

一
部
し
か
カ
バ
ー
で
き
な
い
。
あ
と
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
セ
ク
タ
ー
交
付
金
そ
の
他
の
条
件
付
交
付
金
を
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

の
よ
う
に
切
り
貼
り
す
る
よ
う
な
感
覚
で
、

D
is

tr
ic

tの
計
画
官
が
や
り
く
り
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
は
地
方
自
治
体
で
自
由
に
開
発
事
業
に
優
先
順
位
を
付
け
て
実
施
す
る
と
い
う
実
態
に
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

LG
D

P
、

LG
C

D
G
は
開
発
交
付
金
で
あ
り
、
経
常
交
付
金
と
開
発
交
付
金
と
が
別
々
の
た
め
に
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
も
計
画
的
、
体
系

的
に
と
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
多
様
な
条
件
付
交
付
金
へ
の
依
存
が
地
域
開
発
計
画
の
実
効
性
を
阻
害
す
る
結
果
に
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
本
表
（
2）
2．
「
歳
入
歳
出
の
自
治
」
で
触
れ
た
交
付
金
の
統
廃
合
に
よ
る

合
理
化
と
交
付
金
の
無
条
件
化
が
、
大
変
重
要
な
課
題
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

・
ケ
ニ
ア
の
よ
う
に
分
権
化
改
革
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
い
ま
だ
集
権
的
（
一
部

D
ec

on
ce

nt
ra

tio
n）
体
制
に
あ
る
国
に
お
い

て
は
、
こ
の
問
題
は
よ
り
深
刻
で
あ
る
（
詳
細
は
、
本
表
（
4）
2 .
「
地
方
に
お
け
る
セ
ク
タ
ー
計
画
と
地
域
開
発
計
画
の
整

合
性
」
参
照
）。
予
算
が
中
央
の
縦
割
り
体
制
に
完
全
に
組
み
込
ま
れ
、
権
限
が
中
央
省
庁
に
あ
る
場
合
、
地
域
開
発
計
画
が

有
意
な
程
度
ま
で
地
方
の
裁
量
に
よ
り
独
自
性
を
反
映
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
望
め
な
い
。

・
こ
の
よ
う
に
、
地
域
開
発
計
画
が
真
に
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
に
は
、
計
画
策
定
の
権
限
の
み
な
ら
ず
、
予
算
面
で
歳
出

の
自
治
の
確
保
が
ど
の
程
度
担
保
さ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
こ
れ
に
加
え
て
、
実
際
の
運
用
面
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
が

M
T

E
F
の
地
方
自
治
体
財
政
管
理
へ
の
適
用
で
あ
る
。

こ
う
し
た
財
政
管
理
技
術
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
策
定
さ
れ
た
計
画
事
業
を
最
大
限
に
実
現
す
る
能
力
を
自
治
体
が
獲
得

す
る
と
と
も
に
透
明
性
の
向
上
を
助
け
る
こ
と
と
な
る
。
制
度
改
革
の
あ
り
方
や
方
向
性
の
議
論
は
さ
て
お
き
、
こ
の
よ
う

な
管
理
技
術
の
向
上
支
援
は
価
値
中
立
的
で
あ
り
か
つ
実
質
的
に
役
に
立
つ
。

・
直
接
選
挙
に
よ
る
住
民
代
表
で
あ
る
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
機
能
す
る
こ
と
で
、
計
画
・
予
算
・
実
施
に
係
る
地
域
住
民
へ
の

説
明
責
任
お
よ
び
透
明
性
の
担
保
が
期
待
さ
れ
る
。
中
央
か
ら
の
財
政
移
転
に
依
存
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
ア
フ
リ
カ
諸

国
の
現
状
で
は
、
地
方
へ
の

ac
co

un
ta

bi
lit

y
の
担
保
と
し
て
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
重
要
な
役
割
を
担
う
。

・
一
方
、
計
画
策
定
の
優
先
順
位
付
け
に
関
す
る
地
方
自
治
体
で
の
明
確
な
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
て
も
、
も
し
も
行
政
と
議

員
が
癒
着
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
優
先
度
は
政
治
的
に
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

・
ま
た
、
現
状
で
は
地
方
議
員
の
能
力
に
問
題
が
あ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
行
政
の

ac
co

un
ta

bi
lit

y
を
担
保
す
る
だ

け
の
レ
ベ
ル
に
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
地
方
分
権
化
の
意
義
に
と
っ
て
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
。
議
員
の
研
修
も
極
め

て
重
要
か
つ
緊
急
な
問
題
で
あ
る
。



見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

1．
事
業（
サ
ー
ビ
ス
）

の
実
施
体
制

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
係
る
関
係
機
関
間
の

役
割
分
担

・
中
央
と
地
方
の
各
層
に
お
け
る
所
掌
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
・
範
囲
は
？

・
セ
ク
タ
ー
出
先
機
関
と
地
方
自
治
体
の
所

管
サ
ー
ビ
ス
の
役
割
分
担
は
明
確
か
？

（
そ
れ
ぞ
れ
に
ス
タ
ッ
フ
数
、
予
算
、
イ

ン
フ
ラ
、
技
術
レ
ベ
ル
は
ど
の
程
度
あ
る

か
？
）

事
業
（
サ
ー
ビ
ス
）
実
施
を
分
権
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
留
意
点

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s、

ef
fic

ie
nc

y
の
観
点
か
ら
＞

・
地
域
住
民
に
近
い
地
方
自
治
体
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
実
施
段
階
で
の
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
、
サ

ー
ビ
ス
改
善
の
要
請
へ
の
対
応
が
迅
速
に
な
る
。
ま
た
、
地
域
の
実
状
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
と
も
に
、
裁
量
権
が
地
方
に
委
譲
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
予
算
執
行
、
調
達
そ
の
他
必
要
な
活
動
も
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に

な
る
。

・
た
だ
し
、
こ
う
し
た
目
的
の
た
め
に
は
必
ず
し
も
地
方
自
治
体
に
権
限
を
委
譲
す
る
（

D
ev

ol
ut

io
n）
だ
け
が
そ
の
方
策
で

は
な
く
、

D
ec

on
ce

nt
ra

tio
n
で
あ
っ
て
も
相
応
の
裁
量
権
を
地
方
の
出
先
機
関
に
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
様
の
効
果
が

期
待
で
き
る
場
合
も
あ
る
。
ケ
ニ
ア
の
よ
う
な
集
権
状
況
に
お
い
て
は
、
一
足
飛
び
の

D
ev

ol
ut

io
n
よ
り
も
そ
の
よ
う
な
現

実
的
な
対
応
を
す
る
こ
と
も
一
つ
の
短
期
的
選
択
肢
と
な
り
得
る
10
。

・
一
方
、
サ
ー
ビ
ス
の
権
限
が
分
権
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
中
央
政
府
、
上
位
地
方
自
治
体
、
下
位
地
方
自
治
体
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
が
分
立
し
、
そ
れ
ら
相
互
間
の
業
務
分
担
が
明
確
で
な
い
場
合
、
も
し
く
は
業
務
の
調
整
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
不
十
分
な
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
は
む
し
ろ
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
（
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
・
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ニ
ア
の
例
に
つ
い
て
、
2
－
4
－
2（
4）（

p.
 7
5）
と
2
－
4
－
3（

p.
 7
8）
参
照
）。

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s、

ac
co

un
ta

b
ili

ty
の
見
地
か
ら
＞

・
地
方
自
治
体
で
の
サ
ー
ビ
ス
実
施
は
、
地
方
自
治
体
と
住
民
の
協
働
を
よ
り
可
能
に
す
る
と
同
時
に
、
事
業
実
施
の
透
明
性

向
上
も
期
待
さ
れ
る
。

＜
制
度
改
革
・
「
受
け
皿
」
整
備
の
バ
ラ
ン
ス
の
見
地
か
ら
＞

・
サ
ー
ビ
ス
実
施
の
分
権
化
が
迅
速
性
や
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
透
明
性
の
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
こ

と
が
期
待
で
き
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
し
か
し
、「
受
け
皿
」
能
力
を
考
慮
せ
ず
に
あ
ま
り
に
も
性
急
に
制
度
改
革
を

進
め
る
こ
と
は
か
え
っ
て
混
乱
と
サ
ー
ビ
ス
の
致
命
的
な
停
滞
を
も
た
ら
す
危
険
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
各
地
方
自
治
体
の

人
員
、
予
算
、
イ
ン
フ
ラ
、
技
術
な
ど
を
慎
重
に
分
析
し
、
ど
の
程
度
の
権
限
を
ど
の
程
度
の
ス
ピ
ー
ド
で
委
譲
し
、
そ
こ

に
ど
の
よ
う
に
能
力
強
化
の
保
障
を
裏
打
ち
す
る
か
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
分
権
化
は
一
足
飛
び
に
で
き
る
も
の

で
は
な
く
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
見
る
こ
と
が
肝
要
で
、
能
力
強
化
を
行
い
つ
つ
段
階
的
に
権
限
を
委
譲
し
て
い
く
と
い
っ
た
戦

略
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
11
。

＜
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
係
る
各
関
係
機
関
の
責
任
・
権
限
と
役
割
分
担
＞

・
上
記
の
よ
う
に
、
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
分
権
化
は
地
方
分
権
化
改
革
の
根
幹
を
な
す
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
多
い
。
こ
れ
ら
を
十
分
に
踏
ま
え
て
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
）

22

アフリカにおける地方分権化とサービス・デリバリー

（
5）
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
）
実
施
の
分
権
化
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別添 課題体系マトリックス

分
権
化
を
下
支
え
す
る
中
央
政
府
か
ら

の
支
援
体
制
と
協
働
・
調
整

・
サ
ー
ビ
ス
実
施
に
つ
い
て
、
各
セ
ク
タ
ー
省

庁
か
ら
地
方
自
治
体
へ
実
施
の
責
任
・
権
限

が
委
譲
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
技
術
的
な
能

力
が
低
下
し
て
い
な
い
か
？

・
地
方
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
け
る
上
位

機
関
か
ら
の

te
ch

ni
ca

l 
ba

ck
st

op
pi

ng

は
ど
の
程
度
あ
る
か
？

・
国
と
地
方
自
治
体
の
間
の

in
te

ra
ct

io
n

（
協
働
、
支
援
、
監
督
指
導
な
ど
の
関
係
）

は
ど
の
程
度
あ
る
か
？

・
国
と
地
方
の
間
の
調
整
の
た
め
の
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
？
　
近
隣
の
地
方
自

治
体
間
の
体
制
は
？

実
施
体
制
を
最
適
な
形
で
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
従
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
実
施
に
つ
い
て
は
、
責
任
と
権
限
を
置
く
対
象
と
し
て
、
地
方
自
治
体
が
い
い
の
か
セ
ク
タ
ー
省
庁
の

出
先
機
関
の
ほ
う
が
い
い
の
か
、
ま
た
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
実
施
権
限
を
落
と
す
の
が
適
当
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
人
員
体

制
、
予
算
規
模
や
住
民
ニ
ー
ズ
吸
い
上
げ
に
適
正
な
規
模
に
も
鑑
み
な
が
ら
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
12
。
地
方
分
権
化
改
革

で
自
治
体
へ
の
権
限
委
譲
を
進
め
る
際
に
も
、
人
員
、
資
金
な
ど
与
え
ら
れ
る
責
任
を
果
た
す
必
要
に
見
合
う
だ
け
の
条
件

を
担
保
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
対
象
国
の
サ
ー
ビ
ス
実
施
体
制
の
分
権
化
を
見
る
際
に
は
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
点
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
リ
バ
リ
ー
の
拠
点
を
ど
の
レ
ベ
ル
に
置
く
べ
き
か
、
ま
た
そ
の
分
権
方
式
は

D
e

vo
lu

ti
o

n
な
の
か
、

D
el

eg
at

io
n
か
、
あ
る
い
は

D
ec

on
ce

nt
ra

tio
n
が
適
当
か
は
、
各
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
事
情
が
異
な
る
。
ま
た
セ
ク
タ
ー

内
で
も
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
従
っ
て
あ
る
べ
き
分
権
化
の
中
身
と
程
度
、
中
央
・
地
方
の
役
割
分
担
を
細
か
に
検
討
す
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

＜
分
権
化
を
下
支
え
す
る
中
央
政
府
か
ら
の
支
援
体
制
と
協
働
・
調
整
＞

・
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
分
権
化
を
進
め
る
際
に
最
も
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
実
施
主
体
が
各
セ
ク
タ
ー
省
庁

か
ら
地
方
自
治
体
に
移
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
技
術
的
な
能
力
が
低
下
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で
、
こ
れ
を
下
支
え
す
る
も
の
と
し
て
中
央
各
省
か
ら
の

te
ch

ni
ca

l 
ba

ck
st

op
pi

ng
体
制
が
ど
の
よ
う

に
構
築
さ
れ
、
ど
の
程
度
機
能
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
。
分
権
化
改
革
は
理
論
的
に
は
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
フ
リ

カ
の
地
方
自
治
体
の
現
状
を
考
え
る
と
こ
う
し
た
体
制
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

D
 b

y 
D
に

よ
る
改
革
を
精
力
的
に
進
め
て
き
た
ウ
ガ
ン
ダ
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
も
こ
う
し
た
体
制
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
は
じ
め
、
地
方

自
治
体
と
中
央
政
府
の
中
間
的
存
在
と
し
て
州
の
存
在
を
重
視
し
て
、
こ
の
レ
ベ
ル
を
中
心
と
し
た

te
c

h
n

ic
a

l

ba
ck

st
op

pi
ng
体
制
が
検
討
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
13
。

・
上
記
の
よ
う
な
技
術
的
不
足
部
分
を
補
完
す
る
た
め
の

te
ch

ni
ca

l 
ba

ck
st

op
pi

ng
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
国
全
体
と
し
て

の
ト
ー
タ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
実
施
体
制
の
必
要
性
（
詳
細
は
、
3
－
2
－
1（
2）（

p.
 1
01
）
参
照
）
を
担
保
す
る
手
段
と
し
て
、

ま
た
地
方
自
治
体
が
中
長
期
的
に
能
力
を
育
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
を

O
JT
を
通
じ
て
保
障
す
る
も
の
と
し
て
も
、
地
方
自
治
体

の
業
務
と
中
央
政
府
の
業
務
を
切
り
離
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
中
央
－
地
方
の
協
働
体
制
を
適
正
な
形
で
構
築
す
る
こ

と
も
有
効
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
（
詳
細
は
、

B
ox

 3
－
2（

p.
 1
04
）
参
照
）。

10
D

ev
ol

ut
io

n、
D

el
eg

at
io

n、
D

ec
on

ce
nt

ra
ti

on
の
定
義
と
比
較
に
つ
い
て
は

B
ox

 3
－
1（

p.
 1
03
）
参
照
。

11
日
本
の
地
方
分
権
化
は
何
十
年
も
か
け
て
地
方
の
「
受
け
皿
」
整
備
を
優
先
し
、

D
el

eg
at

io
n
中
心
か
ら
20
00
年
の
分
権
化
改
革
で
自
治
体
へ
の
抜
本
的
な
委
譲
に
至
っ
た
（
詳
細
は
、「
補
論

地
方
自
治
の
制
度
的
発
展
」
参
照
）。

12
詳
細
は
、
3－
2－
2（
3）（

p.
 1
07
）、
3－
2－
3（
3）（

p.
 1
10
）
参
照
。

13
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
い
て
そ
の
意
義
に
先
鞭
を
付
け
た
事
例
と
し
て

JI
C

A
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
モ
ロ
ゴ
ロ
州
保
健
行
政
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
参
照
（
4－
1－
2（
1）
イ
）（

p.
 1
35
））
。
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見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

1．
事
業（
サ
ー
ビ
ス
）

の
実
施
体
制 （
続
き
）

2．
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
）

実
施
に
お
け
る
セ

ク
タ
ー
間
調
整

3．
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
）

実
施
に
お
け
る
住

民
と
の
関
係
（
本

ユ
ー
ザ
ー
グ
ル
ー
プ
へ
の
権
限
委
譲

・
ユ
ー
ザ
ー
グ
ル
ー
プ
に
サ
ー
ビ
ス
運
営
の

権
限
が
委
譲
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス

は
あ
る
か
？

・
そ
の
場
合
、
地
方
自
治
体
と
ユ
ー
ザ
ー
グ
ル

ー
プ
の
役
割
分
担
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

民
間
へ
の
業
務
委
託
の
有
無

・
サ
ー
ビ
ス
実
施
に
お
い
て
、
民
間
（

N
G

O
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
）
へ
の
委
託
が
な

さ
れ
て
い
る
か
？
　
そ
の
場
合
、
地
方
自

治
体
と
第
三
者
機
関
の
役
割
分
担
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
？

・
S

W
A

p
に
よ
る
セ
ク
タ
ー
で
の
サ
ー
ビ
ス

体
制
は
整
っ
て
い
る
か
？
　
そ
こ
で
地
方

分
権
化
は
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
か
？

・
セ
ク
タ
ー
横
断
的
な
事
業
が
ど
の
程
度
あ
る

か
？
　
そ
れ
は
い
か
に
し
て
調
整
・
実
施
さ

れ
て
い
る
か
？
　
関
係
セ
ク
タ
ー
担
当
官
同

士
で
ど
の
程
度
調
整
が
図
ら
れ
て
い
る
か
？

・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
行
政
と
住
民
の
協
働

に
は
ど
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
か
？
　
そ

れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
機
能
し

＜
ユ
ー
ザ
ー
グ
ル
ー
プ
へ
の
権
限
委
譲
＞

・
初
等
教
育
に
お
け
る
学
校
委
員
会
、
保
健
医
療
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
健
ワ
ー
カ
ー
や
保
健
委
員
会
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー

グ
ル
ー
プ
へ
の
権
限
委
譲
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
運
営
の
事
例
が
増
え
て
い
る
。
分
権
化
改
革
を
い
ま
だ
開
始
し
て
い
な
い
ケ
ニ

ア
に
お
い
て
さ
え
、
ユ
ー
ザ
ー
グ
ル
ー
プ
へ
の
分
権
化
は
試
み
ら
れ
て
い
る
。

・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
末
端
行
政
の
脆
弱
さ
を
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
住
民
自
身
の
自
助
努
力
に
よ
り
行
政
を
補
完
し
て
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
可
能
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
現
実
的
な
選
択
肢
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
こ
う
し
た
協
働
の
経
験
を
通
じ
て
行
政

と
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
が
徐
々
に
構
築
さ
れ
る
一
方
、
地
域
住
民
の
自
治
経
験
の
獲
得
に
よ
る
将
来
的
な
市
民
社
会
の

成
熟
も
期
待
さ
れ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
表
3「
地
域
社
会
・
住
民
と
行
政
の
関
係
」
参
照
）。

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
う
意
味
か
ら
は
、
各
セ
ク
タ
ー
行
政
の
強
化
は
必
要
条
件
で
あ
る
。
従
っ
て
分
権
化
改
革
に
と
っ
て

も
各
セ
ク
タ
ー
の

S
W

A
p
の
内
容
が
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
と
こ
ろ
が
実
際
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
状
況
を
見
る
と
こ
こ
に

も
問
題
が
あ
る
。

S
W

A
p
に
よ
る
セ
ク
タ
ー
で
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
下
で
は
セ
ク
タ
ー
ご
と
の
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
性
や
中
央
政
府
か

ら
の

te
ch

ni
ca

l b
ac

ks
to

pp
in

g
の
担
保
が
目
指
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
と
も
す
る
と
中
央
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
の
強
化
に
つ
な
が
り
、
地
方
分
権
化
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
中
央
レ
ベ

ル
で

S
W

A
p
と
分
権
化
改
革
の
調
和
・
調
整
を
図
っ
て
お
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
に
な
る
14
。

・
他
方
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
セ
ク
タ
ー
間
調
整
が
う
ま
く
機
能
す
る
体
制
が
ど
こ
ま
で
構
築
で
き
る
か
、
す
な
わ

ち
縦
割
り
の
セ
ク
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
か
ら
、
こ
れ
ら
を
地
方
レ
ベ
ル
で
束
ね
て
そ
の
地
域
固
有
の
状
況
に
最
適
に

対
応
す
る
体
制
に
持
っ
て
い
け
る
か
が
課
題
と
な
る
。

・
地
方
レ
ベ
ル
で
の
サ
ー
ビ
ス
実
施
を
裏
付
け
る
資
金
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
各
セ
ク
タ
ー
の
政
策
に
沿
っ
て
地
方
に
配
分
さ

れ
る
交
付
金
と
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
た
め
に
各
自
治
体
に
配
分
さ
れ
る
開
発
交
付
金
（

LG
C

D
G
、

LG
D

P
な
ど
）

と
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
間
で
使
途
が
重
複
し
た
り
調
整
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
と
い
う
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
効

果
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
は
、
双
方
の
明
確
な
基
準
と
意
識
的
な
相
乗
効
果
を
図
る
た
め
の
計
画
や
調
整
が
必
要
と
な
る

（
本
表
（
2）
2 .
「
開
発
交
付
金
と
経
常
交
付
金
」
参
照
）。

＜
ef

fic
ie

nc
y
の
観
点
か
ら
＞

・
ア
フ
リ
カ
の
末
端
行
政
は
脆
弱
で
あ
り
、
単
独
で
は
極
め
て
限
定
的
に
し
か
機
能
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
補
う
も
の
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
者
で
あ
る
住
民
自
身
が
貢
献
し
、
行
政
と
協
働
で
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
よ
う
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表
3「
地
域
社
会
・

住
民
と
行
政
の
関

係
」
参
照
）

4．
サ
ー
ビ
ス
実
施
に

あ
た
っ
て
の
予
算

執
行
の
状
況

て
い
る
か
？

・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
予
算
は
遅
滞
な
く
中

央
政
府
か
ら
地
方
自
治
体
に
届
い
て
い
る

か
？

・
地
方
自
治
体
が
予
算
を
執
行
し
き
れ
て
い

る
か
？

に
な
っ
て
い
る
。
教
育
セ
ク
タ
ー
で
の

S
ch

o
o

l 
C

o
m

m
itt

e
e
（
学
校
委
員
会
）
や
保
健
セ
ク
タ
ー
で
の

C
o

m
m

u
n

ity

H
ea

lth
 W

or
ke

rな
ど
が
そ
の
一
例
で
あ
る
（
詳
細
は
、
本
表
（
5）
1
の
「
ユ
ー
ザ
ー
グ
ル
ー
プ
へ
の
権
限
委
譲
」
参
照
）。

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s
の
観
点
か
ら
＞

・
住
民
自
身
の
参
加
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
機
能
す
る
こ
と
は
そ
れ
自
体
望
ま
し
い
こ
と
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、

市
民
社
会
の
成
熟
に
根
ざ
し
た
真
の
地
方
自
治
を
中
長
期
的
に
つ
く
り
上
げ
る
意
味
か
ら
も
重
要
な
も
の
と
い
え
る
。

・
他
方
、
参
加
す
る
住
民
が
限
定
さ
れ
る
場
合
、
特
に
貧
困
層
や
女
性
と
い
っ
た
本
来
最
も
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
住
民
へ

の
裨
益
が
確
実
に
担
保
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
点
を
注
意
し
て
住
民
参
加
の
態
様
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
。

＜
ac

co
un

ta
b

ili
ty
の
観
点
か
ら
＞

・
サ
ー
ビ
ス
実
施
へ
の
住
民
参
加
は
、
住
民
の
地
方
行
政
へ
の
距
離
を
縮
め
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
の
結
果
住

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
計
画
通
り
に
実
施
さ
れ
、
予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
住
民
へ
の
透
明
性
向

上
が
期
待
さ
れ
る
。

中
央
か
ら
の
交
付
金
送
金
の
遅
れ
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
予
算
執
行
の
停
滞

＜
ef

fe
ct

iv
en

es
s、

ac
co

un
ta

b
ili

ty
の
観
点
か
ら
＞

・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
よ
う
に
地
方
自
治
体
が
中
央
の
交
付
金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
で
は
、
中
央
か
ら
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
送
金

が
サ
ー
ビ
ス
の
生
命
線
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
滞
る
こ
と
に
よ
っ
て
予
算
執
行
が
止
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
実
施
が
停
滞

す
る
ケ
ー
ス
が
か
な
り
一
般
的
に
見
か
け
ら
れ
る
。
特
に
年
度
初
め
に
交
付
金
の
送
金
が
な
さ
れ
ず
、
年
度
末
に
か
け
て
ど

っ
と
押
し
寄
せ
る
た
め
に
執
行
が
間
に
合
わ
ず
、
返
納
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
、
い
つ
資
金
が
届
く
か

読
め
な
い
状
況
の
中
で
、
計
画
に
対
す
る
中
長
期
的
な
見
込
み
が
立
た
な
く
な
る
。
こ
う
し
た
分
権
化
の
本
質
的
な
問
題
で

は
な
い
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
問
題
が
原
因
で
分
権
化
改
革
の
成
果
が
阻
害
さ
れ
る
の
は
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
何
と
し

て
も
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

・
ま
た
逆
に
、
地
方
自
治
体
の
能
力
の
欠
如
が
原
因
で
予
算
執
行
が
停
滞
す
る
こ
と
も
あ
る
。

14
こ
の
点
の
重
要
性
は
各
国
で
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は

L
G

R
P
に
セ
ク
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
リ
バ
リ
ー
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
セ
ク

タ
ー
改
革
と
の
調
和
化
（

ha
rm

on
iz

at
io

n）
の
重
要
性
が
数
年
前
か
ら
強
調
さ
れ
、
20
06
年
に
は
官
房
長
官
が
関
係
各
省
の
次
官
を
集
め
て
分
権
化
改
革
の
実
施
を
促
し
た
。
ま
た
、
後
発
で
地

方
分
権
化
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
た
ザ
ン
ビ
ア
で
は
、
先
行
の
近
隣
諸
国
の
経
験
を
生
か
し
て
か
、
最
初
か
ら
地
方
分
権
化
実
施
計
画
（

D
ec

en
tr

al
iz

at
io

n 
Im

pl
em

en
ta

ti
on

 P
la

n:
 D

IP
）

に
セ
ク
タ
ー
権
限
委
譲
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
含
め
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
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見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

1．
歴
史
・
社
会

2．
政
治
・
統
治
体
系

・
植
民
地
前
後
の
統
治
体
制
と
地
方
社
会
の

関
係

・
部
族
社
会
に
よ
る
地
域
な
ど
の
差
異

・
新
家
産
制
（

ne
o-

pa
tr

im
on

ia
lis

m
）
に

よ
る
地
方
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
影
響

・
一
党
独
裁
／複
数
政
党
制
と
地
方
に
お
け
る

政
治
関
与
と
の
関
係

・
中
央
行
政
に
よ
る
統
制
と
地
方
自
治
と
の

バ
ラ
ン
ス

・
も
と
も
と
近
代
国
家
は
「
想
像
の
共
同
体
」
で
あ
る
が
、
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
よ
る
分
裂
が
大
き
く

（
植
民
地
制
度
が
さ
ら
に
強
調
し
た
）、
歴
史
が
比
較
的
に
浅
く
、
国
境
が
極
め
て
人
為
的
に
引
か
れ
た
た
め
に
著
し
く
人
工

的
な
国
家
が
形
成
さ
れ
た
。
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
国
家
内
部
の
分
裂
性
と
不
安
定
性
を
抱
え
た
ま
ま
独
立
し
、
冷
戦
後
の
民
主

化
の
中
で
こ
の
枠
組
み
の
正
当
性
が
再
度
問
わ
れ
た
（
そ
の
結
果
、
武
力
紛
争
が
発
生
し
た
国
も
多
い
）。

・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
多
様
で
あ
り
、
貧
富
の
格
差
も
あ
れ
ば
、
隣
国
の
ほ
う
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が

あ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
社
会
的
な
凝
集
性
も
異
な
る
。
た
だ
し
、
近
代
化
・
都
市
化
の
進
展
、
教
育
政

策
な
ど
の
中
で
あ
る
程
度
の
統
合
や
融
和
は
進
ん
で
い
る
。

・
国
家
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
で
は
な
く
、
パ
ト
ロ
ン
た
る
権
力
者
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
の
連
鎖
が

政
治
を
支
配
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
中
央
と
地
方
に
当
該
人
間
関
係
が
形
成
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
関
係
を
ベ
ー
ス
に
地
方

分
権
化
が
進
む
場
合
も
あ
る
。
中
央
は
地
方
に
資
源
を
移
転
す
る
代
わ
り
に
、
地
方
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
政
治
的
な
支
持
を

得
る
。

・
同
様
に
、
複
数
政
党
制
に
移
行
し
た
と
は
い
え
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る

C
C

M
、
ウ
ガ
ン
ダ
に
お
け
る

N
R

M
な
ど
は
実
質
的

に
他
党
の
追
随
を
許
さ
な
い
力
を
い
ま
だ
に
有
し
て
い
る
。
ま
た
実
質
的
に
一
党
制
の
遺
制
が
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
で
残
っ
て

お
り
、
地
方
統
治
体
制
に
お
い
て
も
党
の
影
響
は
強
い
。

・
他
方
、
ケ
ニ
ア
の
よ
う
に
部
族
の
影
響
が
強
い
中
央
の
政
治
に
対
し
て
、
地
方
分
権
化
す
る
こ
と
に
よ
り
集
権
体
制
下
で
は

行
政
の
恩
恵
を
ほ
と
ん
ど
受
け
る
こ
と
の
な
か
っ
た
非
主
流
部
族
の
地
域
に
も
あ
る
程
度
の
資
金
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
出
て
い
る
。
部
族
社
会
の
影
響
が
強
い
中
で
分
権
化
が
ど
の
よ
う
に
正
・
負
に
作
用
す
る
の
か

と
い
う
点
に
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

・
19
90
年
代
以
降
、
民
主
化
が
分
権
化
と
共
振
し
て
進
展
し
た
国
（
タ
ン
ザ
ニ
ア
）
と
、
民
主
化
の
代
替
措
置
と
し
て
分
権
化

が
進
展
し
た
国
（
ウ
ガ
ン
ダ
）
が
現
れ
た
。
複
数
政
党
制
は
民
主
化
の
も
と
で
外
部
か
ら
の
圧
力
と
内
部
か
ら
の
推
進
力
で

形
成
さ
れ
て
き
た
が
、
政
党
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
反
映
し
た
組
織
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
複
数
政
党
制
は
中
央
で
の
エ
ス
ニ

シ
テ
ィ
対
立
を
助
長
す
る
機
能
を
有
し
て
い
た
（
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ
）。
そ
の
圧
力
軽
減
措
置
と
し
て
分
権
化
が
推
奨
さ

れ
た
側
面
も
あ
る
（
ウ
ガ
ン
ダ
）。

・
国
家
の
中
央
行
政
に
よ
る
統
制
を
地
域
社
会
に
ま
で
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
一
定
機
能
す
る
地
方
組
織
が
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
非
民
主
的
な
中
央
統
制
は
通
常
特
定
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
や
地
域
に
対
す
る
資
源
配
分
、
言
語
政
策
を
優

先
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
の
が
分
権
化
の
原
理
で
あ
り
、
各
段
階
の
地
方
組
織
に
一
定
自
治
を
与
え
る
こ
と
で
不

満
の
醸
成
を
防
い
だ
側
面
が
あ
る
。

2．
国
家
的
背
景
、
国
家
レ
ベ
ル
の
開
発
目
標
と
の
関
係
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3．
開
発
戦
略
・
経
済

成
長

4．
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

枠
組
み

5．
セ
ク
タ
ー
戦
略

・
P

R
S

P
、

M
T

E
F
な
ど
の
枠
組
み
に
お
け

る
地
方
分
権
化
の
位
置
付
け

・
構
造
調
整
や
過
去
の
政
策
が
現
在
の
地
方

行
政
構
造
に
与
え
る
影
響

・
公
共
セ
ク
タ
ー
改
革
な
ど
の
改
革
枠
組
み

に
お
け
る
地
方
分
権
化
の
位
置
付
け

・
S

W
A

p
に
お
け
る
地
方
で
の
サ
ー
ビ
ス
・

デ
リ
バ
リ
ー
の
位
置
付
け

・
地
方
に
貧
困
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

P
R

S
と
地
方
分
権
化
は
地
方
に
資
源
を
回
す
と
い
う
意
味
で
は
政
策
的
な
原
則
が
一
致

す
る
。
ま
た
、
政
策
手
段
と
し
て
も
、

P
R

S
（
お
よ
び
国
に
よ
っ
て
は

H
IP

C
s）
が
地
方
に
回
る
地
方
交
付
金
の
原
資
と
な

る
の
で
、
両
者
に
矛
盾
は
な
か
っ
た
（
3
ヵ
国
と
も

P
R

S
を
掲
げ
て
い
る
が
、
ケ
ニ
ア
は

H
IP

C
s
で
は
な
い
）。

M
T

E
F
な

ど
は
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は

D
is

tr
ic

tの
レ
ベ
ル
で
も
目
指
さ
れ
て
い
る
。

・
独
立
以
後
の
集
権
化
・
抑
圧
体
制
は
、
特
定
民
族
・
グ
ル
ー
プ
の
た
め
の
支
配
で
あ
っ
た
た
め
、
分
権
化
は
そ
れ
を
唱
え
る

だ
け
で
、
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
国
民
に
約
束
す
る

sy
m

bo
lic

 g
es

tu
re

s
に
な
る
。
ま
た
、
政
策
の
失
敗
を
中
央
が
負
う

要
素
も
軽
減
で
き
る
。
構
造
調
整
は
地
方
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
し
た
た
め
、
こ
れ
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
19
90
年
代

に
公
共
セ
ク
タ
ー
に
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
部
分
を
か
つ
て
の
中
央
政
府
で
は
な
く
、
地
方
自
治
体
や
民
間
部
門
に
担
っ
て
も

ら
う
考
え
方
が
存
在
し
た
。

・
上
記
に
あ
る
よ
う
に
、
公
共
分
野
と
民
間
分
野
の
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
た
る
国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
性
の
向
上
、
と
い
う
考
え
方
は
、
分
権
化
の
原
則
と
も
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
の
分

権
化
を
最
も
進
め
よ
う
と
し
た
の
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
あ
る
。

・
地
方
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
に
資
源
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、
確
固
と
し
た
セ
ク
タ
ー
政
策
と
制
度
形
成
が
必
要

で
あ
る
。
た
だ
し
、
セ
ク
タ
ー
政
策
は
セ
ク
タ
ー
省
庁
が
主
管
し
、
分
権
化
は
そ
れ
ら
の
権
能
・
予
算
を
削
減
す
る
の
で
、

矛
盾
す
る
要
素
も
あ
る
。
中
央
政
府
の
計
画
・
予
算
と
ボ
ト
ム
で
の
実
際
の
運
用
が
乖
離
な
く
、
一
貫
性
を
持
っ
て
モ
ニ
タ

ー
さ
れ
る
た
め
に
は
、
予
算
の
流
用
の
な
い
条
件
付
交
付
金
が
向
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
逆
に
地
方
自
治
体
の
裁
量
権
限

を
制
約
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
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見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

1．
脆
弱
な
末
端
行
政

の
補
完
機
能
と
し

て
の
住
民
参
加

2．
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ

の
受
益
者
ニ
ー
ズ

の
反
映
機
能
と
し

て
の
住
民
参
加

・
本
来
行
政
が
行
う
べ
き
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
が
そ
の
計
画
、
実
施

に
関
与
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
？

ま
た
は
住
民
が
独
自
に
特
定
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
担
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
？

・
N

G
O
そ
の
他
の
地
域
に
あ
る
支
援
組
織

が
上
記
の
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
か
？

・
上
記
2
項
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
、
行
政
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、
そ
れ
ら
の

C
ol

le
ct

iv
e 

A
ct

io
n
と
の
間
に
ど
の
よ
う

な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
か
？

・
住
民
が
参
加
、
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ど
の
程
度
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
カ
バ
ー
す
る

範
囲
が
広
が
り
、
効
率
化
し
て
い
る
か
？

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
委
託
す
る
だ
け
の

市
場
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
？

・
地
方
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
策
定
に

住
民
は
ど
う
い
っ
た
形
で
、
ど
の
程
度
参

加
し
て
い
る
か
？

・
地
方
で
の
サ
ー
ビ
ス
実
施
に
お
い
て
、
ど

の
程
度
行
政
と
住
民
と
の
協
働
関
係
が
あ

る
か
？
　
そ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
形
で
住

民
の
意
見
、
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
？

・
地
方
行
政
と
住
民
に
よ
る

C
o

ll
e

ct
iv

e

A
ct

io
n
と
の
連
携
に
よ
り
、
貧
困
者
や
弱

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
・
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ

・
開
発
途
上
国
の
地
方
自
治
体
の
末
端
行
政
は
極
め
て
脆
弱
で
あ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
独
自
に
は
す
べ
て
の
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
満
足
に
提
供
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
事
業
遂
行
パ
タ
ー
ン
と
し
て
の
住
民
・
行
政
の

C
ol

le
ct

iv
e 

A
ct

io
n
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

・
こ
こ
で
は
当
該
国
で
認
め
ら
れ
る
行
政
と
住
民
、
民
間
と
の
協
働
の
ケ
ー
ス
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
が
上
記
の
機
能
を
ど
の
程

度
果
た
し
て
い
る
か
？
　
地
方
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
実
施
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
ど
の
程
度
有
効
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か

を
分
析
す
る
。

・
参
加
型
計
画
→
実
施
に
お
け
る
住
民
の
参
加
・
関
与
→
サ
ー
ビ
ス
の
享
受
と
い
う
地
域
住
民
と
行
政
の
協
働
の
プ
ロ
セ
ス
は
、

受
益
者
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
た
め
の
効
果
的
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
検
証
す
る
た
め
に
個
々
の
ケ
ー
ス
を
分

析
す
る
。

3．
地
域
社
会
・
住
民
と
行
政
の
関
係
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3．
住
民
参
加
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

ac
co

un
ta

b
ili

ty
／透
明
性
の
向
上

4．
参
加
と
協
働
を
通

じ
た
行
政
と
住

民
・
地
域
社
会
と

の
信
頼
関
係
の
構

築

れ
て
い
る
よ
う
な
例
が
あ
る
か
？

・
地
域
住
民
自
身
、
計
画
策
定
、
サ
ー
ビ
ス

実
施
へ
の
参
加
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
享
受

を
通
じ
て
、
ど
の
程
度
の
満
足
度
を
持
っ

て
い
る
か
？

・
こ
う
し
た
協
働
関
係
が
、
行
政
と
地
域
住

民
と
の
間
の
パ
イ
プ
を
太
く
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
か
？
　
行
政
側
、
住
民

側
に
、
お
互
い
に
対
す
る
認
識
や
姿
勢
の

変
容
が
現
れ
て
い
る
か
？

・
地
域
住
民
が
地
方
行
政
お
よ
び
地
方
で
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
認

識
を
持
っ
て
い
る
か
？

・
地
方
自
治
体
は
、
当
該
協
働
事
業
に
関
し

て
、
地
域
住
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
情

報
開
示
、
説
明
を
し
て
い
る
か
？

・
地
域
住
民
が
、
行
政
と
の
協
働
を
通
じ
て
、

行
政
の
透
明
性
が
向
上
し
た
と
感
じ
て
い

る
か
？

・
当
該
協
働
事
業
の
経
験
を
通
じ
て
、
住

民
・
地
域
社
会
の
政
府
、
行
政
に
対
す
る

認
識
に
変
化
が
見
ら
れ
た
か
？

・
同
様
に
、
行
政
の
側
に
地
域
社
会
と
の
協

働
に
関
す
る
意
識
、
姿
勢
の
変
化
が
見
ら

れ
た
か
？

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
、
実
施
過
程
へ
の
住
民
参
加
は
、
行
政
の
地
域
住
民
に
対
す
る

ac
co

un
ta

bi
lit

y
／透
明
性

を
高
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
検
証
す
る
た
め
に
、
個
々
の
ケ
ー
ス
を

分
析
す
る
。

＜
le

gi
tim

ac
y
の
観
点
か
ら
＞

・
ア
フ
リ
カ
の
国
家
、
政
府
は
こ
れ
ま
で
住
民
が
恩
恵
を
感
じ
ら
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
ほ
と
ん
ど
し
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
政
府
に
と
っ
て
国
家
と
し
て
の

le
gi

tim
ac

y
を
構
築
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
分
権
化
改
革
の
一
つ
の
正
当
化
理
由
も
そ
こ
に
置
か
れ
、
分
権
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
住
民
に
よ
り
近
い
と
こ
ろ
か
ら

基
礎
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
試
み
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
は

C
ol

le
ct

iv
e 

A
ct

io
n
／住
民
と
行
政
と
の
協
働

の
経
験
を
通
じ
た
具
体
的
な
信
頼
関
係
の
構
築
は
、
そ
の
た
め
の
効
果
的
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
個
々
の
ケ
ー

ス
を
通
じ
て
検
証
す
る
。
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見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
確
認
事
項

解
　
　
　
　
　
説

5．
地
方
自
治
の
最
小

単
位
（
自
然
村
）

の
自
己
組
織
力
強

化
と
上
位
自
治
体

と
の
連
携
体
制

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
）
の
強
化

6．
参
加
型
開
発
を
通

じ
た
住
民
・
地
域

社
会
の
自
治
意
識

（
Vi

lla
ge

 A
ut

on
om

y）
の
醸
成

7．
「
民
主
主
義
の
学

校
」
と
し
て
の
地

方
自
治
の
経
験

（
Ex

pe
rie

nc
e-

ba
se

d
Le

ar
nin

g 
Pr

oc
es

s ）

・
当
該

C
ol

le
ct

iv
e 

A
ct

io
n
を
通
じ
て
、
地

方
自
治
の
最
小
単
位
（
自
然
村
）
の
中
に

ど
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
、
そ

の
自
己
組
織
力
（
変
化
す
る
外
部
環
境
に

対
応
し
、
起
こ
っ
て
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
自
分
た
ち
自
身
で
解
決
す
る
組
織
的

対
応
能
力
）
が
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
程
度

強
化
さ
れ
た
か
？

・
同
様
に
、
行
政
と
の
協
働
、
連
携
体
制
が

ど
の
よ
う
に
構
築
、
強
化
さ
れ
た
か
？

・
当
該

C
ol

le
ct

iv
e 

A
ct

io
n
を
通
じ
て
、
自

分
た
ち
の
地
域
社
会
を
自
分
た
ち
で
運
営

し
、
よ
く
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
自
治
意

識
が
ど
れ
だ
け
強
化
さ
れ
た
か
？

・
上
記
す
べ
て
を
総
覧
し
て
、

C
o

lle
ct

iv
e

A
ct

io
n
を
通
じ
た
行
政
と
住
民
と
の
協

働
の
経
験
が
、

E
xp

e
ri

e
n

ce
-b

a
se

d

Le
ar

ni
ng

 P
ro

ce
ss
と
し
て
、
民
主
主
義

の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
？

・
ウ
ガ
ン
ダ
の

LC
1、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

V
ill

ag
e、

K
ito

ng
oj

i、
ケ
ニ
ア
の

Lo
ca

tio
n、

S
ub

-L
oc

at
io

n
な
ど
は
地
方
自
治
の

最
小
単
位
と
し
て
住
民
の
意
思
決
定
に
大
変
重
要
な
役
割
を
歴
史
的
に
果
た
し
て
き
た
。
国
家
レ
ベ
ル
お
よ
び
上
位
地
方
自

治
体
レ
ベ
ル
で
は
部
族
、
政
党
そ
の
他
の
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
住
民
と
の
距
離
も
離
れ
る
こ
と
で
信
頼
関
係
も
希
薄
に

な
り
が
ち
で
あ
る
（
少
な
く
と
も
現
状
で
は
）。
こ
れ
に
対
し
上
記
の
単
位
は
自
然
村
的
な
存
在
と
し
て
自
治
の
観
点
か
ら
大

き
な
意
義
の
あ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
行
政
の
見
地
か
ら
も
上
位
で
は
セ
ク
タ
ー
の
縦
割
り
行
政
の
影
響
が
強
く
な
り
や

す
い
の
に
対
し
、
下
位
自
治
体
で
は
そ
れ
が
薄
く
な
り
、
住
民
と
の
距
離
が
近
い
こ
と
か
ら
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
よ
り
反
映
し

や
す
く
、
各
分
野
の
協
働
・
調
整
関
係
も
比
較
的
容
易
で
あ
る
。

C
ol

le
ct

iv
e 

A
ct

io
n
と
行
政
と
の
協
働
は
、
ア
フ
リ
カ
の

地
方
自
治
の
発
展
に
と
っ
て
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
地
方
自
治
単
位
の
能
力
強
化
の
貴
重
な
機
会
と
期
待

さ
れ
る
。

・
自
分
た
ち
の
地
域
社
会
の
問
題
を
自
分
た
ち
で
解
決
し
、
行
政
そ
の
他
の
支
援
組
織
と
も
協
力
し
て
課
題
を
克
服
し
て
い
く

経
験
は
、
地
域
社
会
の
自
治
意
識
を
醸
成
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
点
を
個
々
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

検
証
す
る
。

・
市
民
社
会
の
成
熟
を
基
盤
に
し
た
真
の
地
方
自
治
、
地
方
分
権
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
長
期
的
な
視
野
で
こ
う
し
た
経

験
の
積
み
重
ね
に
よ
る
地
域
の
市
民
社
会
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
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